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1.は じ め に

この小論の 目的は,北 部 カメル ーン ・ブーム(Mbtim)社 会 の 民族誌の 一部 と し

て,か れ らの住居生活を とりあげることにあ るが,そ の記述 の方法 と して,特 定 の時

点,す なわ ち,基 本的には,1970年2月 ～3月 の時点 において,筆 者が参与 調査をお

こなっていた,人 口433人 の バ ングブーム(MbangMboum)村 に おける空間構造 を,

で きるだけ細大 もらさずに記 載 しようとす るものである。バ ングブーム村 において,

筆者 は,1969年11.月 ～70年3月,1971年11月 ～72年3月,さ らにその後,1974年,

1976年,1980年,1982年,1986年 の 短期の追跡 と補足 の調査 と,7回 にわたる参 与調
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査を継続しているが1》,第1回 の調査にさいしては,村 の人口の把握(世 帯簿,人 口

移動の基礎台帳の作成),村 の内外の空間配置,衣 および食についての民族誌,生 業

とくに農業サイクルと市場をめぐる諸問題,ブ ーム語の習得などをおもな調査項目と

して,基 礎的資料の収集につとめた。その成果の一部は,す でに,語 彙集(民 族誌記

述をふくむ)と して刊行されている[HINO 1978]。

 空間配置については,1969年12月,富 川隊長と共同で,主 要住宅の計測をふくむ調

査をおこない,そ の成果の一部はすでに報告されている[富 川 1971:276-278]。 さ

らにその後,村 全体の住居配置,村 と畑の配置,市 場をめぐる空間配置などの調査を

おこなったものである。

2.ブ0ム 社会全体の空間構造

1) ブームの国土 とその変容

 ブーム社会は,伝 統的な聖なる王であるベラカ(∂鋤肋)を 中心にする村落連合国

家をつ くりあげた2)。すなわち,か れらのロ頭伝承によって同一の始祖からでたとさ

れる5人 のベラカが,そ れぞれ固有の領土(塵18∂ ㎎ρ)を 保有 し,ベ ラカのすむ首邑

(∫〃♂4版あるいは/伽 動批の と,周 囲数十キロに散在する数十の小村落(f � nj勛�)

とがそれにふ くまれ,首 邑はベラカの代がかわるごとに,村 落は焼畑耕作の継起にし

たがって,領 土内での移動を くりかえ していたとみられる3)。

 その範域は,カ メルーン共和国中央部を東西に横切るアダマワ高原のほゴ中央部,

北は北緯8度,南 は北緯5.5度,東 は東経15.5度,西 は東経13度 あたりにひろがって

1)本 調査は,文 部省科学研究費補助金(海 外学術調査)に よる,「 アフリカ部族社会の比較調

査」(研 究代表者:富 川盛道(1969,1971),日 野舜也(1974,1976)),「 スーダンサーヘル地帯

における移住と地域形成の調査研究」(研究代表者:富 川盛道1982),「 アフリカにおける都市

化の総合比較調査」(研 究代表者:日 野舜也1986),お よび,1979年 度の国際交流基金学者芸

術家等長期派遣計画によっている。文部省,国 際交流基金,カ メルーン国立人文科学研 究所

(ISH),富 川盛道隊長, ISH北 方研究センター長Eldridge MoHAMMADou氏,そ の他の関係各

位に謝意を呈するものである。

2)国 家という概念を,筆 者は,こaで は明確な領土の存在,そ こにおける住民の合意,統 合の

基礎になる統治の組織 という三つの要素において,ブ ーム社会には妥当するとかんがえる。そ

して,統 治の頂点にある複数のベラカの併存,数 十の小村落を領土内にもち,か つ,ギ リシャ

やローマの都市国家,ハ ウサやヨルバの都市連合国家などを念頭においた場合に,都 市という

よりは村落というにふさわしい首邑の規模,な どを顧慮して,こaで は,ブ ーム社会を村落連

合国家と定義したのである。

3)ブ ームの歴史については,筆 者自身が,バ ングブ0ム の現在のベラカ ・アブバカルより聴取

した資料にもとつ いてい る。 同時に,モ ハンマ ドゥ等の論文[MOHﾘMADOU 1978,1986;

FnRacrr l973;Fxo肌ICH l981;STRuEMPELL&von BRiESEx l980]を 参照している。 く

わしくは,日 野参照[日 野  ,. .]。
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図1 ブ ー ム の 人 口 分 布

い る。つま り,北 はアダマ ワ高原を北へお りたべヌエ川源流部,南 はアダマワ高原を

南へお りたサナガ川源流部,東 は中央アフ リカ共和国西北部,西 はナイ ジェ リァ共和

国 との国境に近 いベ ヌエの支流 フ ァロ川流域部 におよんでい る(図1)。

 さい しょにブームの王権 をに ぎ った と され る ベ ラ カ,ニ ヤ サ ラブ ー ム(B61泳 ム

Nyaasa魚mb血m)が,そ の3人 の兄に,「 ベー レCMb前 さ)よ,お まえ は東へ15日 旅

を してそ こに都をつ くれ。 ブーサ(Mbfisat)よ,お まえは南 へ15日 旅 を して そこに都
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)ム 画一

図2ブ ー ム 社 会 の 空 間 配 置 概 念 図

をつ くれ。マナ(MSnh)よ,お まえは西へ15日 旅を してそ こに都をつ くれ。」 と命 じ

た とい う伝承4)の ように,ニ ヤサ ラブームの双生 児の 男子ハ ジエレ(Hajさ1さ)と,ハ

ジエレ(H勾616)が,ヴ ィナ川の支流 ビニ川の北 と南にわかれてつ くった バ ングブー

ム(Mbang Mboum)5)と ガ ンバ(Nganha)の 二 つの首邑 とその領土をまんなかに,

東 方のべー レ(Belaka Mbere),南 方 のブーサ(Mboussa),西 方 のマ ナ(Ma皿a)と

い うよ うに,ブ ー ム社会全体 の空間配置が,秩 序 だ った形でな りたってい る(図2)。

 か つて,そ れぞれのベ ラカには,呪 力 と呪薬 による競合の関係(safi rdnrdi)に あ り,

その接触 は一方の死を結 果するとい う信仰をつ うじて,相 互の領土の不可侵性が保持

されて きたとみ ることがで きる。

4)ニ ヤサラブームが,三 人の兄に命をくだしたのは,現 在のガウンデレ郡の北東部,ガ ウダム

ジ(Ngaoudam(lji)の 丘の上であるとされる。

5)『以下,地 名は,現 在のカメルーン共和国におけるフランス語表記のものにしたがう。またブ
ーム語については音調記号をつけた

。フルベ語,ハ ウサ語,ア ラビア語などの人名,イ スラム

にかかわるタームは記号をはぶいてある。
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 か れ らの起源伝承によれば,か れ らのさい しょの祖先が天 か らお りて きた場所 は,

ア ラビア半島のイエメ ンであ り,ナ イルをわた って6),チ ャ ド湖,ナ イ ジェ リア東部

の ジュク ン(Jukun)の 土 地,東 へ もどってチ ャ ド湖 南部,そ こか ら南下 してチ ャ ド

西南部の ラカ(Laka)の 土 地を経て,ア ダマ ワへ到達 したのだ とい う。 したが つて,

ブームの人 び とは,ジ ュク ンとの親近性 をよ く口にす るし,東 方の ラカの土地をかれ

らの故地 とす る意識 もつよい7)。 ラカの土地はヴ ィナ川(vina)の 下 流部 にあた り,

そ こか らヴ ィナ川に沿 ってアダマワにのぼ つて きたのだ とい う8)。

 ブームの到来以前,こ のアダマワの土地 には,背 の小 さな民族 ガ ンジュ リ(Gal19-

djoulli),耳 に大 きな切 りこみを入れ るの を習慣 と した民族 ニャサイ(Nyassay)が い

たが消滅 して しまった といわれ る9)。 アダマ ワ高原 中央部 のブームの周囲には,東 の

ビニ川(Bini)下 流 の ラカ,北 のべ ヌエ川(Benoue)源 流 平原部の ドゥル(Duru),北

西 の ファロ川(Faro),西 方 の クテ ィン(Kutin),西 の テ ィニェレ(Tignere),西 方 の

ニ ャムニャム(Niamniam),南 西 のバ ンニ ョ郡の ワワ(Wawa)
,マ ン ビラ(Mambila),

南 の テ ィバ ティ郡南部のヴテ(Vute),南 お よび南東のメイガンガ郡のバヤ(Gbaya)

な どの諸民族 が分布 している(図3)。

ブ ーム社 会 において は,ブ0ム はヴィナ川 上 流のブームゲル(Mbum Ng靡,上

のMb璟),下 流 の ブー ムテ ィバ(Mb璟 T��,下 のMb璟),そ の南がわ,ア ダ

マワ高原部南部 のブームババル(Mb璟 B瀉�1,平 地 のMb伹)に 三 分され るとす

る。 ブームティバ は,よ りラカにちかい習慣を もち,こ とばも方言差 があるといわれ

る10)。 バ ングブームは,ガ ンバ(Nganha)と と もに,ブ ームゲルにぞ くす る。

 バ ングブームにおける 伝承 に よれ ば,25代 目の ベ ラカ ・ガ ンマンジュク(B�1潴�

6)バ ングブ ー ムの ベ ラカ の話 で は,祖 先 が イ エ メ ンの 土地 へ,天 か らは し ごをつ た って お りて

 きた と ころ,下 に は イ ス ラム教 徒 が いた の で,そ れ を き ら って 天 へ も どろ うと した 。 しか し,

 は しごが 長 く,も どる まえ に,シ ロ ア リが根 元 を た べ て しま い,は しごは 西へ た お れて,チ ャ

 ド湖 の 南 方 に ほ う りだ され た の だ と い う。

7)こ の部 分 は ミー クの所 説 に よ る と ころ が 多 い[MEEK l931,1933]。

8)一 方,ブ ー ムに は,そ の 西方,西 カ メ ル ー ンの カ メ ル ー ン高地 の テ ィカ ール(Tikar)の 人 び

 とが,も と も と,ブ ー ム(Mb璟)か らわ か れて 西 へ 移 動 した とい う伝 承 が あ り,テ ィカ ー ル.

 ヴ ゥテ(Vute)と の親 近 性 を 口 にす る。

9)シ ュ トル ンペ ル と ブ リー ゼ ン[STRUEMPELL&von BRIEsEN 1980:129-131]。 ま た,バ ン

 グ ブー ム のベ ラカ ・ア ブバ カ ル に よれ ば,ガ ンジsリ の人 び とは,背 が ひ く く,い っ も大 きな

 パ イプで タバ コを くゆ らせ て いた とい う。 ガ ンジ ュ リも ニ ャサ イ も と もに ど こかへ 移 住,あ る

 いは,ブ ーム に 吸牧 され て しま った とみ られ る。

10)筆 者 が,ガ ウ ンデ レで 出会 った ブー ム ・テ ィバ(Mb血m Ti肱,チ ャ ド出身)の イ ン フ ォマ ン

 トは,こ とば が ちが う例 と して,数 詞 の ちが い を指 摘 した 。 カ メル ー ン国 立人 文 科 学 研究 所 で

 あ つ め られ た基 礎 語 彙 調 査 票で もブ ー ム ・テ ィバ,あ るい は べ レとい う方 言 の一 つ にあ つ かわ

 れ て い るが,成 果 は未刊 で あ る。
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G瀟gm矜nj 瑢)の 時代に11),北 方 の ドゥルの人び とが,ア ダマ ワ高原の上のブ_ム

の土地にすむ ことをねがいでて,ベ ラカに臣従す ることを ちか って,い まのガ ンガサ

ウ(Gangassaou)の 村 を建設 した という。その後 も,北 方か らの ドゥルの移住 はすす

み・現在バ ングブーム周辺で は,人 口的に,ブ0ム をはるかに凌駕す る12)。 他 方,東

方 か らは,中 央 アフ リカ共和 国中央部 か ら西への 移転 をつづ けて きたバヤ(Gbaya)

が ・ アダマ ワ高原 にいた り,メ ィガ ンガ郡,テ ィバ ティ郡,さ らに現在で はガ ウンデ

レ郡へ と,そ のテ リトリイをひろげている13)。

 18世 紀 中期 ころに,ウ シを おって南 下 して きた フルベ(Ful6e)の 人 びとが,ア ダ

マ ワ高原にいた り,ブ ームの テ リトリイにす みついた
。農耕民 であるブームと,牧 畜

民であ るフル ベは,は じめは友好的で,フ ル ベの首長 は,ブ ー ムのベ ラカの一族の子

女 をめとる習慣にな って いた といわれる。

 19世 紀 にはいって,ナ イ ジェ リア西部で,フ ルベのイス ラム教師 ウスマ ン ・ダ ン ・

フォデ ィオ(Uthman dan Fodio)が 聖 戦をお こすと ヨラ(Yola)の フル ベ(Ful6e)

の イ スラム牧 師モーデ ィボ ・アダマ(Moodibo Adama)が そ れに呼応 して,北 部 カ

メル ーン各地 の フル ベの首長によびか けて聖戦 を展開 し,全 域 の農耕民 を征服 して,

数 十の フルベのイス ラム首長国(Lamidat)が 建 設 された。 それ ぞれの イス ラム首長

はラー ミド(laamii(to)を なの り,そ れぞれ独立 した地域での支配体制を確立 した14)。

 ア ダマ ワ地域で は,西 か ら,バ ニ ョ(Ba皿yo),テ ィバテ ィ(Tibati),テ ィニ ェレ

(Tign鑽e),ガ ウ ンデ レ(Ngaound6r6)の4つ の首長国 ラ ミダ ッ ト(Lamidat)が 成

立 した・ ブームの土地は,べ 一 レ(Mb駻e)の 土 地の大 半が,北 方の レイブーバ(Ray

Bouba)の ラ ミダ ッ トの支配下 に,マ ナ(Mana)は テ ィニ ェレの,バ ングブーム,

ガ ンバ,ブ サはガウンデ レの ラ ミダ ッ トの もとに統合 された。 ガ ウンデ レのラ ミダ ッ

トの場合,そ の支配は,フ ル ベ農牧村落,ブ ーム,ド ゥル,バ ヤなど合計207の 周 囲

村落 におよんだ。

11)現 在 の ベ ラ カ(B�1潴� Ab-bakar)は,始 祖 の ベ ラ カ(Ny矜s灑煦麥b璟)か らか ぞえ て33代 目

 の ベ ラカ に な る。 以下25～33代 の ベ ラカ の 名を 記 す 。

  25B61aka Gangmaanj血k,26 B61aka Gang葡 むi,27 B�1潴� Ny矜mb穃,28 B61aka Gang6h,

 29B�1潴� G疣gm珞nj瑢,30 B�1潴� J鴈y�,31 B�1潴� Ng鑽mb璟,32 B�1潴� Mb灑s�1�,33

 B�1潴� Ab-bakar・ 詳 細 は[HINO l978:171-173]参 照 。

12)一 般 に ドゥル は,ベ ヌエ 川 源 流部 の 平原 にす む平 原 ドゥル(Dourou de la Plaine)と,ア ダ

 マ ワ高 原 に移 住 した高 原 ドゥル(Dourou du Plateau)に わ け られ る 。前 者 が ヨー ロ ッパ ミッ シ

 ョンに よ りお もに キ リス ト教 徒 に改 宗 した の に たい して,後 者 は ガ ウ ンデ レの ラ ミダ ッ トの も

 とで イ ス ラ ム化 した。

13)バ ヤ(Gbaya)に つ い て は,[BuRNHAM 1980,1981]を 参 照 。

14)ガ ウ ンデ レの ラ ミダ ッ トの 歴 史 に つ い て は,[FRoELIcH 1954,1956;LACLOIX l952;

 M舶AMMADou 1978:225-387]を 参 照 。
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 この フルベによる聖戦の展開は,バ ングブームで は27代 目のベ ラカ ・ニャー ンバ ム

(B�1潴� Ny矜mb穃)の 時代 にあたる。 伝承 によれば,テ ィバテ ィの首長 モーデ ィ

ボ ・ハマ ンサ ンボ(Modibo Hamansambo)が 軍 勢を ひきいて この地 にあ らわれ,

臣従 とイスラム改宗 を強制 した。戦 いをいどんだが散 々にうちやぶ られ,降 伏 したと

い う。 この戦火に より,ブ ームの人 口は一挙に減少 した。領土内のおお くの村が,掠

奪逃散 などに よって消滅,も しくは離散 した15)。 た とえば,バ ングブームの領土内の

おお くのブームの村 々の人び とは,戦 火 におわれて,ア ダ マワ高原を北 へお りて,ベ

ヌエ平原の ドゥルの土地へ とのがれた16)。 か つて,バ ングブームのベ ラカの首 邑フー

ル ク(f� 1伀�)は,2,000人 以 上の人 口を もっていたといわれるが,現 在で は,ド ゥ

ル移住民もふ くめて433人(ブ ームのみでは191人,1970年)に す ぎない。

 ガ ウンデ レの ラ ミダ ッ トの国土 内には,お お くの半農半牧 の フル ベの村 々が建設 さ

れ,ジ ャウロ(jauro)と よばれ る,ラ ー ミドによって任 命されたチーフがおかれ る。

同時に,地 域内のブームや ドゥルの村 々で も,同 じようにジ ャウロがえ らばれ,ラ ー

ミドと主従関係をむすんで,・貢税 の義務 をおう。また,おaく の四散 した,あ るいは

抵抗 をつづ けた ブームや ドゥルの人 びとがとらえ られ,ガ ウンデ レの フル ベ,ハ ウサ,

ボ ル ヌ(Bornu)の 自 由民(rim6e)の も とで,ラ ー ミ ドつ き下僕や家つ き下僕 などの

不 自由民(maccu6e)と して隷属 させ られ た。

 このように,フ ルベによる征服 とラ ミダ ッ トの成立 によって,ブ ームの ベラカは,

そ の領土的基礎を収奪 され,か つての首邑 フール クのみを統治する,フ ル ベ ・ラ ミダ

ッ ト下の ジャゥロと しての地位があたえ られた。そ して,旧 領土 内に,お お くの フル

ベ農牧村落が建設 された結果,バ ングブー ムのベ ラカの フール クは,し だいに,旧 領

土の東端,ビ ニ川の岸 ちか くへ とお しや られた。図4は,27代 の ベ ラカ ・ニャーンバ

ムか ら,33代 の ベ ラカ ・アブバ カル(B�1潴� Ab-bakar)ま で の代 々の フール クの移

動を しめ している17)。

15)1971年 の調 査 時,ベ ラカ ・ア ブバ カ ル,か つて バ ング ブ ー ムの テ リ トリイ内 にあ った ブ ー ム

 の 村 の 名前 を,記 憶 をた ど って25ほ ど あ げた が,現 在 のDictionnare des Villages d'Adamaoua

 で み つ け られ る もの は十 指 に みた な い 。 そ の範 域 は,ガ ウ ンデ レの 西 方 約50キ ロ の パ カ ル

 (Pakal),リ コ ク(Likok),ガ ンジ ャキ ラ(Gandjakira)に お よぶ 。

16)現 在,ベ ヌ エ川 源 流部 の ドゥルの 地 域,ム ベ ・デ ィス ト リク ト(Mbe District)で は, Voulnyi

 Mamboum, Voulnyi Barsola, Ngaouyak,な ど の ブー ム語 起 源 とみ られ る地 名 を もつ 村 々が み

 られ る 。端 信 行 が 調査 したNgesek Gay村 の 草 分 け は,ブ ー ム起 源 とい われ る[端 1971,1980]。

 ま た,ド ゥルの テ リ トリイの北 部 に あ る,Ngaouyanga(馬 の山 の 意)は ブー ム語 起 源 で あ り,

 かつ て ドゥルの テ リ トリイが に支 配 されて い た とい う伝 承 もあ る[FARAUT 1981:167]。

17)バ ング ブ ー ムの ベ ラカ ・ア ブバ カ ル に よれ ば.ブ ー ムの もっ と古 い フ ール クの場 所 は,ガ ゥ

 ンデ レ北 方10キ ロの ガ ウ ホ ラ山(Ngaouhora)(標 高1301 m,火 の 山 の意)な ど,ビ ニ川 の南

 がわ に もお よん で い る。 筆者 は,1984年,エ ル ド リッジ ・モハ マ ドゥ氏 と と もに,こ の 山に の

 ぼ り,頂 上 に,石 づ み の住居 趾 群 を み い だ した 。
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図4 バングブームのフールクの地域移動

 そ して,ベ ラカが フルベ ・ラミダ ッ トの もとでの ジャウロと して,1年 の うちの何

カ月かを ここで くらして,ラ ー ミドへの 忠誠 を しめすた めの住居,い わば 上や しき

とで もいえるものが ガウンデ レに建設 された。現在 ガ ウンデ レのま ちの東端,ア ウデ

ィ地 区にあるバ ングブームの ベ ラカの 住 居 は,31代 の ベ ラカ ・ゲル ンブム(B61hka

Ngermbftm)の 時 代に画定 された ものだとい う18)。

 20世 紀 初頭,カ メル ーンが ドイツによって植民地化され,ア ダマ ワ地域の各 フル づ ・

ラ ミダ ッ トも征服 された。 しか し,植 民地政府 は,フ ル ベ ・ラ ミダ ッ トの行 政 ・集税

組織の有用性に着 目 し,従 順な偲編 の ラー ミ ドを お くかた ちで形骸 的に温存 させ た。

そ して,ア ダマ ワ地域全域を,ア ダマワ縣(Adamaoua P形 琵cture)を 画 定するにあ

た って,各 ラ ミダ ッ トの領土を,ほ ぼその まま,植 民地体制下の郡(Sous-Pr6fecture)

と して,統 治体 制をつ くりあげた。 この システム は,第 一次大戦後 にあた らしい宗主

国フランスによって,さ らに1960年 カ メルー ン独立後 も,お お きな改変をみることな

18)ブ ーム社会のかつての存立基盤であった,ベ ラカの相互不可侵性にもとつ く体制が崩壊し,

 ガ ンバと,バ ングブームの両方のベラカは,と もに,ガ ウンデレ・ラミダットのもとでめジャ

 ゥロとして,近 接する機会が必然となった。 ガウンデレにおける両者の住居は,150メ ー トル

 ほどしかはなれていない。かつて,ガ ウンデレのラー ミドのやしきでは,午 前にガンバのベラ

 カがラーミドにあいにいけば,バ ングブームのベラカは午後にいくというように,注 意ぶか

 くその接触がさけられていた。 双方が相まみえたのは,ガ ンバの先代のベラカ ・サオンブム

 (B61aka Saombtim)が イスラムに改宗したのち,つ まり,1950年 代にはいってからだという。
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図5 行政区劃とブームのフールクの配置

く継承 された。そ してフル ベ ・ラミダ ッ トのもとでの ジャウロであ ったバ ングブーム

のベ ラカは,そ のまま,植 民地体制下の村 長(Chef du Village)と な り,独 立後 も

ひ きつづいてその しごとにある。

 こ うして,現 在,か つての ブームの領土,そ して,フ ルベ ・ラミダ ッ トの領土であ

ったアダマ ワ地 域は,そ の全体 がカメルー ン共和国北部州 アダマ ワ縣19)と な り,か つ

ての ラミダ ットのテ リトリイをほ ゴうけついだかた ちで,パ ンニ ョ,テ ィニ ェレ,テ ィ

バ テ ィ,ガ ウンデ レ,そ のガ ウンデ レか ら1923年 に 分離 したメイガ ンガ(Meiganga)

の4つ の郡 と ムベ(Mb6),バ ン キン(Bankin),ジ ョホ ン(Johong)の3つ の 地 区

(District)と か らな りた っているのであ る(図5)。

2)地 域の基層文化 としてのブーム文化

 この地域の先住民族 としてのブームは,そ の後,ド ゥル,バ ヤ,フ ル ベ,ハ ウサな

どの諸民族の来 住をむかえ,と もに,ア ダマワ地域社会の形成にかかわって きた。

 現 在,こ の地域の これ らの諸民族 のおお くはイス ラム化 してお り,割 礼を おこな う。

19)公 的な資料でも,県 については,Pr6fectureと ともに, Departementと い う語をもちいる。

 また,郡 についてもSous-Pr6fectureと ともに, Arrondissementも しばしばもちいられる。
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現在 は病院でお こな うことがお おいが,各 地の 中年以 上の人 々にきけば,こ の割礼儀

礼 は,近 年まで,ブ ームに よって組織 され,ブ ームのか じやが執刀 し,ブ ーム語の う

たや儀礼を もちいて おこなわれて きた。それは,ガ ウンデ レのみならず,テ ィバテ ィ,

メ イガ ンガ,レ イ ・ブーバの地域にまで広 くひ ろが っている。

 ま た,ア ダマ ワ地域 におけるフルベの ラー ミ ドのや しき(saare)の 構 造は,あ きら

かに,た とえば,北 部 カメル ーンのマル ア(Maroua)や ガ ルア(Garoua)な どの ラ

ー ミドのや しきの構造 とは ことな っている
。 そこに は,ブ ー ムの ベ ラカの や しきに

しめされ る,ラ ー ミドへの 聖性の賦与が み とめ られ る。 つま り,6つ の入口のいえ

(p潴f�1)の 存 在,ラ ー ミ ドの寝所の孤独性,不 可侵性などがみ られ るし,ラ ー ミドの

妻た ちのば しょを総括す る第一夫人 は,マ ーキ ラ(磁 δ肋 の とブーム語で よばれて

い るな どであ る。

 そ して,ガ ウンデ レの ラー ミドのや しきで あるサ ーレ(saare)内 に おいては,マ チ

ュベ(maccu�ﾌ で あ るブームの ことばが,一 種の宮廷語 と して,ラ ー ミドにも,フ ル

ベ語に優先 してつかわれている。

 さ らに,P.バ ー ナムに よれば,ア ダマワのバヤ社 会において は,バ ヤの言語,住 居

形式などにブ0ム 文化の影響がみ とめ られ るζとを指摘 している[BURNHAM l980:

44-45]。

 この ように,ブ ーム文化は,こ のテ リ トリイの基層文化 と して,他 の諸民族文化に

影響をあたえてい る。

3.ハ ングブー ム周辺地域の空間配置

1) 位 置,自 然環 境

 バ ングブーム村 は,ア ダマ ワ高 原の 中央部,ガ ウンデレの東 北約50キ ロに位置す

る。北緯7。31',東 経13。51',標 高1,059メ ー トル。 アダマ ワ高原を東北東 にむか って

流れ下 るヴィナ川 の支流,ビ ニ川北岸 か ら2キ ロ,ビ ニ川の 支流であ る マンバ ラン

(Mambalang)川 と,マ ボノレ(Mabor)川 に はさまれた平地にあ る。村の北方10キ ロ

のあた りには,1,200～1,300メ ー トルの山なみが東西につづ き,そ の北がわは,す る

どい傾斜 をな して,ベ ヌエ川 源流部の平原(標 高500メ ー トル)に おちこんでいる。

アダマ ワ高原 は,東 へむか ってわずかに傾斜 しており,ヴ ィナ川は,チ ャ ド共和 国内

にはい ってか ら,ロ ゴネ(Logon�)川 に合流 し,北 上 してチ ャ ド湖 にいた っている。

 年 間降雨量1,500ミ リに比 して,植 生 は乾燥性をつ よ くしめ し,ブ ッシsサ バ ンナ
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的な景観を呈 している。

2)行 政 区 画

 バ ングブーム村 は,ア ダマ ワ県ガ ウンデ レ郡 にぞ くする。 ガ ウンデ レ等 は,7つ の

小郡(Canton),合 計225の 村(Village)か らなるが,バ ングブーム村 は,そ の1つ 高

地 ドゥル小郡(Canton Dourou Plateau)の 首 村のひ とつであ る。 すなわ ち,こ の小

郡 は,バ ングブーム村を中心 とす る西部,ガ ンバ村を 中心 とす る東部の2つ の区域

(Lieu)に 二 分 され20),そ れ ぞれの村長は,同 時に,高 地 ドゥル小郡の長(Chef du

Canton Dourou Plateau)の タ イ トル を あたえ られてい る21)。 高 地 ドゥル郡 には22)

(バ ングブーム管轄12,ガ ンバ管轄12)の 村 々があ り,総 人 口は9,119人 で あ る23)。

この小郡 は,ガ ウ ンデ レか ら北 にでて,時 計 まわ りにまわ り,東 か らガ ウンデ レへ も

どる全長200キ ロ余の リングロー ドにそ った村 々であ るが,こ の地域 において は,そ

れはかな らず しもひ とつの地域 的まとま りをな して はいない。 たとえば,こ の道路に

そ って,バ ングブーム村か ら3キ ロ はなれた ニ ャセィ(Nyassey)村 は,別 の 小 郡

(Canton Mbang Foulb�,35の 村 々か らなる)に ぞ くする。あ きらかに,お な じ地域

に混在す る村 々のなかで,フ ルベ農牧民の村 々と,ブ ームや ドゥルの農耕民の村 々と

は,そ れぞれ別のま とま りで,2つ の小郡を かたちつ くっている。すなわち,こaに

は,フ ルベ ・ラ ミダ ット体制下に おける フルベ自由民の村(z�ro rim�)と,不 自由

民の村(z�ro maccu�)と い う2分 法がいま も残存 していることがわかる。

 この2つ の小郡 をまとめてみよ う。

 まず,小 学校 は,公 立の ものが,高 地 ドゥル小郡に5,バ ングフルベ小郡に4,ほ

か に,高 地 ドゥル小郡 には,カ トリック系小学校が2,プ ロテスタ ン ト系が1。 いず

れ も,4～8年 生 の小学校 までで,そ れ以上は,ガ ウンデ レへで なければ な らない

(図6)。

バ ングブ0ム 村の小学校には,1970年 当 時8年 生 までで,4人 の教師がいた。4年

2G)こ の管 轄 は,ほ ゴ,か つて の バ ング ブー ム,ガ ンバ の 両 ベ カ ラの テ リ ト リイに よ って い る。

21)こ の小 郡 長 につ いて は,具 体 的 な役 割 や 権 限,あ るい は オ フ ィスを も って い る わけ で は ない 。

 しか し,独 立 記念 日式典 な どの,ガ ゥ ンデ レで ひ らか れ るあ つ ま りに は,地 区(Canton)の 代

 表 と して 参 加 す る こ とが あ る。

22)バ ング フル ベ小 郡 に は,1つ だ け,ブ ー ム の村Ndouar Dama(人 口23人)が ふ くま れて い

 る が,間 接 的 な イ ンフ ォメ イ シ ョ ンに よ れ ば,こ の村 は,あ る フル ベ の 自由 民が 所 有 して いた,

 解 放 され た 不 自 由民(r三量may5e)の 開 拓村 だ とい わ れ る 。詳 細 につ いて は未 調 査 で あ る。

23)カ メル ー ン国立 人 文 科学 研 究 所編 のDictionnaire des Villages de l'Adamaoua(1975)1こ よ

 る 。 じっさ い に は,こ の ほか に,Vak(人 口228人), Gengene(入 口63人)な どの ドゥル の村

 が あ る。
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図6 バングブーム周辺の市場と学校の分布

までの初級 では,バ ングブーム村 のほか,バ ウシ(Baoussi),デ ナ(Dena),ワ ラク

(Warak),マ ンバ ラン(Mambalang>,サ ボ ンガ リ(Sabongari)な どの村 々か ら,

5～8年 の上級 では,さ らに,ニ ャセイ(Nyassey),ア ワ(Awa),マ ラ(Mara)な

どの生 徒 も くわわ っている。1970年 当時の生 徒数は,約180人 で あ った。.通学距 離は,

最 大 ほx" 10キ ロに およぶ。

 バ ングブーム村 に農業指導所(Poste Agricole),バ ン グ フル ベ村 に 牧 畜 指 導 所

(Poste Patorale)が おかれ,と もに1人 の駐在 員がおかれ,管 内を巡 回 してい る。

3) 民 族 分 布

 高地 ドゥル小郡の24の 村の なかで,ブ ームの村 と分類 され るものは,バ ングブーム,

ガ ンバ,ム ンゲル(Mounguel)の3村 だ けで,の こりは ドゥルの村 とされている。

他方,バ ングフルベ小郡の35の 村 は,ブ ーム'と分類 され る ドゥアル ・ダナ(Ndouar

Dana)を の ぞいて,す べて,フ ルベの村であ る(図7)。
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図7 バ ングブーム周辺部の民族分布

 しか し,こ 、においてもちいられてい る民族別の村 の分類の基準 は,基 本的には,

そ の村 において最大人 口規模 をもつ ことに よって いるとかんがえ られ る24》。と うぜん,

お お くの村 々は,2～3の ことなる民族の メンバーを内包 している。

 た とえば,ブ ームの村 とされて いるバ ングブームは,ポ ドレウスキの調査に よれ ば,

総人 口551は,280人 の ブーム,270人 の ドゥル,10人 の フルベをふ くむ。 また,ド ゥ

ルの村 とされてい るガ ンガサ ウのばあいは,1,168人 の総人 口に80人 ほどの ブームを

ふ くんでいる。 さらに,フ ルベの村 々で は,か つてのマ チュベにぞ くするブーム,ド

ゥル,ラ カ,カ カなどの人 口をふ くんで いる25)。

 高 地 ドゥル,バ ングフルベの二つの小郡 をまとめてみると,そ の民族別人 口はつ ぎ

の ようになる。

Ful6e 4,329 

 Mbilm 1,194 

Duru 6,924 

Laka 666 

Diverse 2,140 

Total 15,253 [PoDLEwsKI l970:1966年 統 計,26]

24)Dictionnaire des Villages de 1'Adamaouaに お い て も,そ の規 準 は明 記 され て はい な い。 ま

 た ポ ドレウス キ の分 類 と,DVA.の 分 類 とで く らべ る とMassakbatt, Tellere(P-Mbum・DVA・

 -Duru>な ど で こ とな ってい る[PoDLEwsKI l970:27]。

25)[Po肌EwsKI l970:27]の 地 図 よ り作 成 。 しか し,20人 ご との概 数 で しめ さ れて い る ので,

 そ の正 確 な 実数 は不 明 で あ る。
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図8 バ ングブーム周辺諸村におけるブーム人口(概 数)

               [PoDLEwsKI l970:27]

 ブー ムの人 口についてみると,そ の7与パーセ ン トは,バ ングブーム,ガ ンバの二村

に集 中・ の こりの25パ ーセ ン トは,図8の ように,マ サ クバ ト(Massakbatt),ニ ァ

バ ラン(Niabarang),ガ ンガサ ウ(Gangassaou),ム ンゲル(Mounguel) ,ガ ンブ ク

(Gamboukou),テ レ レ(Tellcr6),そ の 他の村 々に分散 している。

 あ きらかに ブームは,こ の地域 において,二 つの首 邑をのぞけば,極 端に少数化 し

て お り,ほ とん ど,民 族 としてのまとま りは しめ していない。 しか し,バ ングブーム

のベ ラカを例 にとれば,か れは周辺の ドゥル の村 々を,み ずか らの支配下にお きつづ

けて きた し,い ま もおいてい るとい う意識を根 づよ くもっている。他方,ガ ンガサ ウ

やガ ンブクの ドゥルの村 長が,バ ングブームの ベラカに対す るときのふるまいには,

あ きらかに,へ りくだ った態度がいまもみ られ る。

 ブ ームが大半を しめるテレレ村(人 口35人)に ついては,ド イッの植民地時代 に,

強 制労働の道路建設のた めに徴用されたバ ングブーム出身の ブームが,そ のま ＼つ く

った村であ るとされ,バ ングブームの分村であ るとい う意識がある。 また,ブ ームが

少数(約22パ ー セ ン ト)を しめるガンブ クは,バ ングブームのか じやグループ(ベ ラ

カか ら,ベ ラカ・・ブク(belaka mbhkh)の タ イ トルを もら,っている。(b61akaは ビ ッ
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グマ ン,mb��ﾍ か じやのふい ごの音)が つ くった村 とされている。

 一方,ド ゥル は,こ の小郡での多数を しめるが,移 動性がたか く,村 はいま もうこ

いている。1950年 の 航空写真を もとに作成 した,こ の地域の1/50000の 地 図によれば,

お お くの ドゥルの村 々は,現 在 とことなる場所にある。 おお くの村 々は,こ の20年 余

の あいだに,リ ング ロー ド周辺へ移動 して きている。 また,バ ングブーム,ガ ンバの

ブー ムの首 邑に おいて も,ド ゥル人 口の流 入は顕著である26)。 ポ ドレウス キーの調査

で は,バ ングブーム村の ドゥル人 口は,約47パ ー セ ントとな ってい るが,筆 者の,ラ

ィフヒス トリイ調査に もとつ く人 口数では,ブ ーム44. 1 %,ド ゥル53.6 ｰoと,ブ ーム

が少数 化 して いる。

4)商 業 圏

 この二 つの小郡 においては,一 週 間で一巡す る定期市 がみられ る。つ まり,図6の

ように,月 曜 日の イェノア(Yenoa)か らはじま って,日 曜 日のべ レム(Berem)で

完 結する。 このほか には,ガ ゥンデル郊外のダ ン(Dang)で 日曜 日,ま た,小 郡南

部のバ ラング(Mbalang),ガ ウサエ(Ngaoussaye)で は,道 路沿いに商人が商品を出

す不定期市が随時ひ らかれている。      ・

 定 期市の 日には,ガ ウンデ レから商人 をのせ た トラックや小型バスがや って きて,

周 囲の村 々か らも農産物や,さ まざまの商品を もった人 々があつま って くる。東端の

イェノア(Yenoa)か ら,西 端のバ ング フル ベまで,公 道を とお って約40キ ロ・ ブッ

シュのなかの間道 をつ た って約25キ ロ,人 々は,市 場の 日をめが けて,商 品を もって

往復す る。

 図9と 表1は,1970年3月4日(水)の バ ングブーム村 における定期市にや って き

た,の べ111人 の売 り手 た ちの居住村,民 族,商 品の種類,性 別 を しらべた ものであ

る。東 はヴァク(Vak),イ ェノアか ら,西 はバ ングフルベまでの18村 か らと,11人 の

バスや トラ ックにの って ガ ウンデレか らや って きた商人 がみ られ る。売 り手 リス トの

1～9の 衣類,11～19の 古 着,20人 ほどの小間物,荒 物,コ ー ラナ ッツをあつか う商

人 は,各 定期 市をかな り広 くある く企業 的な人 々であ る。 他方,59～111の 女 性の売

り手 は,そ の ときどきの収穫物,あ げ ドーナッなどの加工食 品,地 元製の石 けん など,

日 々の現金収 入を もとめての人 々である。47～51の ガ ウンデ レか らの商人 は,農 産物,

ニ ワ トリ,タ マ ゴな どのかいつ けにや って きた人 々であ る。

 か いつ けられた農産物(季 節 におう じて,ソ ルガム,マ ニオ ック,と うもろこし,

26)バ ングブ ー ム村 にお け る ドゥル受 入 れ の プ ロセ スにつ いて は,[日 野 1974]を 参照 。
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 M  F  T

NGAOUNDERE 8 3 11

MBANG FOULBE 1 1 2

0 2 2

LOUMONANGE 3 0 3

GANGASSAOU 8 8 16

AWA 7
 -4

NYASSEY 6 6 12

SABONGARI 1 1 2

MBANG MBOUM 10 3 13

DENA 0 2 2

GADA MABOR  1 0 1

GADA BINI 0 2 2

WARAK 0 1 1

 BAOUSSI 3 10 11

BEREM 3 7 10

NOM 0 3 3

GOP 2 2 4

VAK 2 0 2

HOLMBALI 0  1 1

TOTAL 55 56 111

図9 バ ン グ プ ー ム の 定 期 市 に あ つ ま って き た 売 り手 の 分 布
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表1 バ ングブーム村の定期市の売り手のリス ト

lGbaya(Ndere) 衣類 48Mbum(Ndere)『 雑 穀 買付 け*

2Duru(Vak) 衣類 49Mbum(Ndere)  雑穀 買 付 け*

3Hausa(Ndere) 衣類 50Mbum(Ndere)  雑 穀 買付 け*

4Fulbe(MF) 衣類 51Mbum(Ndere)  雑穀 買 付 け

5Fulbe(Nyassey) 衣類 52Hausa(Ndere)  雑穀 買付 け

6Duru(Mberem) 衣類 53Duru(Baosi)    ナ ワ

7Duru(MM) 衣類 54Fulbe(Ndere)  雑 貨

8Fulbe(Awa) 衣類 55Mbum(Ndere)  カ ン(調 味 料)

9Duru(Gangassaou)衣 類 56Duru(Baosi)   豆 類

10Hausa(MM) 雑貨 57Duru(Baosi)  豆 類

11Hausa(Mdere) 古着 58Fulbe(Awa)    魚

12Duru(Gangassaou)古 着 59Fulbe(Awa)   果 物*

13Duru(Loumonange)古 着 60Fulbe(Bara)   果 物*

14Duru(Gangassaou)古 着 61Fulbe(Awa)   果 物*

15Duru(Gangassaou)古 着 62Fulbe(Bara)    ピー ナ ツ*

16Duru(Vak) 古着 63Duru(Sabongari) ピ ー ナ ツ*

17Duru(MM) 古着 64Fulbe(Nyassey)  ピ ー ナ ツ*

18Duru(GOP) 古着 65Fulbe(Nyassey) 野菜*

19Duru(GOP) 古着 66Fulbe(Nyassey)  野菜*

20Fulbe(Nyassey) 雑貨 67Fulbe(Nyassey) 果 物*

21Duru(Gangassaou)雑 貨 68Fulbe(Awa)   果 物*

22Mbum(MM) 雑貨 69Fulbe(Nyassey) 果 物*

23Fulbe(Ndere) 雑貨 70Fulbe(Awa)   医薬 品*

24Duru(Mberem) 食器荒物 71Duru(Baosi)   野菜*

25Dum(MM) シオ 72Duru(Baosi)   果 物*

26Duru(MM) シオ 73Duru(Gangassaou)野 菜*

27Duru(MM) 食器荒物 74Duru(Gangassaou)野 菜*

28Duru(Loumonangc)雑 貨 75Duru(Gangassaou)サ トウ キ ビ*

29Duru(Loumonange)雑 貨 76Duru(Gangassaou)サ トウ キ ビ*

.30Fulbe(Nyassey) 鉄製品 77Duru(GangassaQU)サ トウ キ ビ*

31Fulbe(Nyassey) コ ー ラ ・ナ ッ ツ 78Duru(Gangassaou)サ トウ キ ビ*

32Fulbe(Awa) コ ー ラ ・ナ ッツ 79Duru(Gangassaou)サ トウ キ ビ*

33Fulbe(Awa) コ ー ラ ・ナ ッツ 80Duru(Gangassaou)サ ト ウ キ ビ*

34Fulbe(Awa) コ ー ラ ・ナ ッ ツ 81Duru(Baosi)   野菜*

35Fulbe(Awa) コ ー ラ ・ナ ッ ツ 82Duru(Baosi)  野菜*

36Fulbe(Nyassey) 雑貨 83Duru(Baosi)   野 菜*

37Fulbe(Gada Bini) タバコ葉 84Duru(Baosi)   野菜*

38Fulbe(Awa) タバコ葉 85Duru(Baosi)    ピー ナ ツ*

39Duru(Mberem) タバコ葉 86Duru(Warak)  ピ『一 ナ ツ*

40Mbum(MM) ナ ワ 87Duru(Baosi)   野菜*

41Duru(Sabongar量) 靴なおし $8Duru(Baosi)   野菜 ・ピー ナ ツ*

42Bam重1eke(Nyassey) タバコ葉 89Duru(MM)  野 菜*

43Duru(MM) 衣類 90Dum(Gada Mabor)野 菜*

44Mbum(MM) 食肉 91Duru(Gada Mabor)野 菜*

45Duru(Gangassaou)雑 貨 92Duru(Mberem) 野 菜*

46Duru(Gangassaou)雑 貨 93Duru(Nom)    ヒ ョゥ タ ン*

47Duru(Gangassaou)雑 貨 94Duru(Mberem) 野菜*

47Mbum(Ndere) 雑穀買付け 95Fulbe(MF)   自家製石鹸*
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96Duru(Mberem) 野菜* 108Duru(GOP) ヒ ョウタ ン*

97Duru(Mberem) 野 菜 ・タマ ゴ* 109Duru(GOP) 干魚
98Duru(Baosi) 野菜* 110Mbu・n(MM) 自家製石鹸*

99Duru(Mberem) 野 菜 ・ヒ ョウタ ン* 111Mbum(MM) 自家製石鹸*

100Duru(Mberem) 野菜*

101Duru(Mbcrem) 野菜*

102Duru(Nom) ヒ ョウタ ン* 略号
103Duru(Nom) 野菜*

104Duru(H・lmbali) 豆類 ・野菜* Place Name

105Duru(Dena) 野菜* Ndere Ngaound6r6

106Duru(Dena) 野菜* MF Mbang Foulbe

107Duru(Nyassey) 野菜* MM Mbang Mboum

*女 の売手

ヤムイモな ど)は,す べてガ ウンデ レへは こばれ,売 られ る。バ ングブームで1ふ く

ろ(約100キ ロ)900フ ラ ンでかいつ けられた ソルガムは,70キ ロ車で はこんで,12-

1500フ ラ ンで取引 きされる。

 バ ングブーム以外の村で市場 がひらかれる とき,バ ングブー ムの男女 は,そ れ ぞれ,

思 い思いの商 品を もつてでかけてい く。バ ングフル ベ,ガ ンバにい く女 たちはす くな

い が,ル モ ナ ンゲ(Loumonange)や ベ レ ム(B6r6m),ホ ル ン バ リ(Holmbali)に は,

20キ ロ ちかい道の りを徒歩ででかける。 自転車 を もった男 たちは,バ ングフルベ,ガ

ンバ にもときには足 をのばす。バ ングブーム村内の7人 の ミシンを もった洋裁師は,

分 解 した ミシンを 自転車にのせて,市 場へ とむか う。

 バ ングブーム村 には,一 人のハ ウサの商人 がい る。 かれは,市 場へでかけてい くと

ともに,バ ングブームの自分のいえの まえに,小 さな机をだ して,そ こへ商品をな ら

べ る し,い つで も注文 におお じてス トックか ら商 品をだ して くる。一 カ月に一 度 くら

い は,ガ ウンデ レへ商品の仕入れにでか けてい く。また,村 人 は,し ば しばガ ウンデ

レで コーラナッツを仕 入れて,他 の村人の 日常の需要に こたえる。

 バ ングブーム村の ブームの肉屋は,(リ ス トNo.44.)ち か くの フルベの村 へ で か

けてい つて,ウ シをかいつ け,市 場がひ らかれる前 日に屠殺 して,そ の肉を売る。売

れの こった肉は,自 分のや しきで干 し肉に加工 して,他 村の市場に もってい く27,。

5)社 会 交 流 圏

 バ ングブームの人 々の 日常的 な交流圏は,ほ ゴ,こ の定期市サイ クルの範囲内にあ

27)1974年,首 都ヤウンデからガウンデレへの鉄道がつうじて,ガ ウンデレ周辺でのウシの値段

 が5倍 ちかく値あがりし,バ ングブームの肉やは,ウ シをかう資金 もなく,買 い手の経済力も

 おいつけず,肉 は市場から姿をけした。
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る。金曜 日の イス ラムの集団礼拝 は,バ ングブーム村 のモスクで おこなわれ るが,村

人のほか,ニ ャセィ,ア ワ,マ ンバ ラン,サ ボンガ リ,ワ ラク,バ ゥシ,さ らに ビニ

川の対岸部やマ ボル川対岸部の ブ ッシュに散在す るフルベや ドゥルの人 々も参加す る。

ビニ川対岸部 にす む マールム ・アポ(Maalum Abbo)は
,ブ ッシュの なかで隠遁生

活 をい となむ フル ベの イス ラム教師だが,こ の周辺でお こったさまざまの宗教上の問

題について指導的役割をはたす。人 々はしば しばそ こをおとずれ る し,モ スクの改築,

老人 の死亡,そ の他にさい しては,バ ングブームのベ ラカによばれて指導をおこな う。

またべ ラ,カの子弟 をは じめ,何 人かの若者がかれの もとにかよって,コ ー ランの勉強

をする。

 マ ールム ・ジジ(Maalum Dji(iji)が この村 にす みつ く(1950年 代 前半か)ま え,

村 の子供 たちは,ビ ニ川対岸 にすんでい たフルベの女性 イス ラム教師 マ0ル ム ・ハ ワ

(Maalum Haoua)の も とにか よい,コ ー ランをな らった という。

 ガ ンブクに はか じやの グル ープが居住 している。バ ングブームの鍛冶屋 であるウス

マ ヌ(Ousmallou)は ,そ の一族で,ベ ラカか らベ ラカ ・ブク(B�1潴� mb��)の タ

イ トルをあたえ られている。 ガ ンブクの鍛冶屋の妻た ちは,素 焼の カメづ くりを しご

とに しており,バ ングブームの人 々も必要 におお じて,ガ ンブクでカ メを手 にいれ る。

 バ ングブー ムの人 々は,食 料品,衣 類,消 費材のおお くを定期市で入手す るが,同

時に,か な りの部分 をガ ゥ ンデ レで手 に入れ る。男子,と くに若者は,し ば しば,徒

歩(ブ ッシュの道 をとおって45キ ロ),自 転車,お 金があれば市場がよいの トラック

や小型バスを利 用 して,ガ ウ ンデ レへでか けてい く。一年のかな りの時間をガ ウンデ

レで,家 の建築,日 乾 しレンガつ くり,雑 役などの現金かせぎにすごす人 々もす くな

くない。 そ して,し ば しば,そ のかせいだ現金 で,ガ ウンデ レの卸売商で,キ ャンデ

ィ・マ ッチ,電 池 などの商品 を仕入れ,バ ングブームで商売 に従事す ることもある。

 バ ングブーム村の人 々の ラィ フヒス トリイをき くと,商 業,ウ シの運搬や解体,半

熟錬労働な どで・ 若い 日々をガ ウンデレ,メ イガ ンガ,首 都のヤ ウンデ(Yaound�)

な ど,広 い地域 の遍歴にす ご した人 もす くな くない。 そ して,そ のまま村 へかえ らず

に都市に定着 した人 々もあ る。

 さて,ガ ウンデ レへでか けてい った人 々は,ほ ゴ例外な く,バ ングブーム出身の親

族や友人の住居をた よってそ こに滞在す る。 ガ ウンデレにおけるバ ングブーム村 出身

者の集住地 区は二つある。 一 つは,ベ ラカの や しきのある アウディ街 区(Q ,uartier

Aoudi),も う一 つはガル ディマ(Galdima)の や しきのあるサボ ンガ リ街区(Q ,uartier

Sabongari)で あ る。 基本 的にはブームの人 々は前者 に,ド ゥルの人 々は後者 にたよ
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り先 をもとめる。

 ア ウディ街区のベ ラカのや しきは,バ ングブームの人 々に よって,ド ック ・フー ・

バ ングブーム(Ndjk/〃M撮 π9ル乃伽, ndjkは 腕 の意, fzaは 村,づ まり支村)と よ

ばれ,中 央 のベ ラカのや しきを 中心に,10～15家 族 ほどのバ ングブーム出身の人 々の

や しきがあ り,人 口は70～80人 ほ どであ る。 その一部 は,バ ングブーム村 の重臣 カイ

ガマ(Kaigama)の,一 部 はサル キヤキ(Sarki Yaki)の 所 有 とされ,そ の縁者の家

族 がすんでいる。 また,一 部 はベ ラカの既婚,未 婚の子供た ちがすんでいるや しきで

ある。ガ ウンデ レの上級 学校に進学 したバ ングブームの子供たちは,親 族がいる とい

ないにかかわ らず,例 外 な くこ ＼に滞在する(図10)。

 ベ ラカは,一 年の うち,の べ3～4カ 月 を,こ のや しきで そこす。ベ ラカの7人 の

妻た ちの うち,2人 がこsに 常住 している。ベ ラカは,行 政府への 出頭,集 会への列

席,ラ ー ミドへのあいさつ,宗 教儀礼への出席,友 人 との交流,と きには単な る静養

のた めに ご＼に滞在する。

 カ イガマ,サ ル キ ・ヤキは もちろん,村 人の おお くは ガ ウンデ レへでて くると,

こsに ねとま りする。 その数は,1975年,筆 者 が こb)Lで参 与調査を おこなった とき

は,常 時ほx"8～10人 を かぞえた。1975年12月,ガ ウンデ レで農業博覧会(Comice

図101975年 当時のガウンデレのベラカのやしき
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Agricole>が ひ らかれた ときは,バ ングブームか らもい くつかの出品もあり,そ の見

物のため,バ ングブームか ら170～180人 の人 々がで ききてこ ＼に滞在 した。 これは,

バ ングブーム総人 口の37～39パ ー セン トにあ たる。

 ガル デ ィマのや しきは,ま ちはずれのサボ ンガ リ街区の東北端 にあり,か れの縁者

が常住 してお り,ガ ルデ ィマ自身 もウシの売買 その他の用におお じてこ ＼に滞在 する。

村に おける ドゥル 出身者の代 表格 としてのガル デ ィマのや しきには,と うぜん,、おお

くの ドゥルの人 々がたよ り先を もとめる28)。

 ま た,ガ ウンデ レ東南156キ ロ,メ イガ ンガ郡の郡 都メイガ ンガはウシの集 散地 と

して発達 したが,ウ シの解体を生業 とす るバ ングブーム出身の数家族が,サ ル キ ・ヤ

キの実兄(1976年 に 死去)を 中心 にすみついている29)。 さ らに,現 在のバ ングブーム

村の ベラカ ・アブバ カル(B�1潴� Ab-b疚a�)の 実弟 ウスマ ヌ(Ousmanou),は,長

い遍歴生活のの ちに,メ イガ ンガ東北100キ ロの ジョホ ン(Johong)の 近 くに す みつ

いている。

 ウ シの解体を生業 にす るバ ングブーム村 出身の人 々は,ほ かに,首 都のヤ ウンデを

は じめ,そ の 南方の バルマ ヨ(Mbalmayo),西 カ メルーンの コンサ ンバ(Nkong-

samba)な ど,カ メルー ンの広 い地域に分布 している し,サ ルキ ・ヤキの実兄 の一人

は,中 央 アフ リカ共和 国の ブワル(Bouar)の ちか くでおな じ生業に従事 している30》。

 現在,バ ングブーム村 にすんで いるウマル ・サ ンダ(Oumar Sanda,1981年 に死

去)は,メ イガ ンガ西北60キ ロの ブー ラ(Mboula)の 村 長で あ ったが,ト ラブルに

ま きこまれ,こ のバ ングブーム村のベ ラカをたよ って来住 したものである。

6)通 婚 圏

バ ングブームの人 々は,フ ル ベの イス ラム教師のマ ールム ・ジジ(Maalum Dji(iji,

1979年 に死去)が カメル ーン北部のガル ァの生 まれ,ほ かに レイブーバ郡1人,メ イ

ガ ンガ郡10人(1家 族 ウマル ・サ ンダー家)を のぞいて,全 員がガ ウンデ レ郡 内の生

まれであ る(1980年Census原 票 による)。 筆者の調査では,男 子の約80パ ーセ ン ト

はバ ングブーム村 の生 まれ,の こりは周辺の村 々である。 ドゥルの人 口の方が,村 外

生 まれの比率は圧倒 的にたかい。女子では,約65パ ー セ ントが村内生まれだが,既 婚

28)バ ングブームにおいてガルディマがはたした役割については,[日 野 1974:42-45]参 照。

29)ア ダマワ地域においては,ハ ウサが食肉のギル ドをつ くっていて,食 肉流通ルー トを一手に

 にぎっているが,ブ ームはそのもとで,屠 殺牛の解体の役割をになっている[日 野 1980:103]。

30)サ ルキ・ヤキ自身も長いあいだ,こ の生業に従事。また小商人としてガウンデレにいたが,

 実兄二人が村へかえらないために,村 にもどってサルキ ・ヤキの役職についたという経歴をも

 っている。
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図11バ ングブームの既婚の女の出身地 図12バ ングブームの女たちの婚出先

女性のみにかぎれば,40パ ー セ ン ト以下になる。

 既 婚 の女 たちの 出身地をみると,図11の よ うに,村 内出身者が38(36.9パ ー セン ト),

高 地 ドゥル小郡 内出身者が49(47.6パ ーセ ン ト),あ わせて,84.5パ ー セン トにな る。

の こりは,レ イブーバ郡12.6パ ー セン ト,ガ ウンデ レ生まれ1.・9パーセ ン トであ る。

 他 方,バ ングブーム村に混住す る人 々の子女の婚出先をみると,図12の よ うに,村

内36(45.8パ ー セン ト),小 郡 内が24(2&9パ ー セ ン ト)と,あ わせて74.77xe ・一セ ン

トを しめる。の こりは,レ イブーバ郡4.8パ ー セ ン ト,ガ ウンデ レが12.0パ ー セ ン ト,

メイガ ンガ4.8パ ー セン ト,そ の他6.0パ ー セン トになる。 その他 には,首 都 ヤウ ンデ,

バル マ ヨ,ガ ルァ,な どがふ くまれ る。婚 出先については,近 年,あ きらか に,ガ ウ

ンデ レへの婚 出の増加 がいちじるしい。

7)就 職 圏

 カ メル ー ン独立ま もない1960年 代 前半に,バ ングブーム村に公 立小学校が誘置 され,

村 のおお くめ子女が学校にかよ うようにな った。1970年 当 時の約180人 の生 徒の うち

133人 の バ ングブーム在住の生徒は,あ るものはガ ウンデ レの上級 学校 に進学 し,あ

るものはガ ウンデ レで就職,あ るものは親 のもとにとどま り,あ るものは結婚 した。
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表2 バ ングブームの公立学校卒業者の12年 後の住地と職業

Mbang

Mboum 近隣…村落 Ngaound6r6 Meiganga Yaound6
Northern

Towns
Others Tota1 %

BOYS

農     民 18 2 20 31.7

公 立 学校 生 徒 5 5 10 15.9

コーラン学校生徒 1 1 2 a2

無     職 6 6 95

未 熟 錬 労働者 、6 2 8 125

ド ラ イ バ ー 2 22 3.2

肉     屋 ]」 1 1 3 生8

下 級 役 人 3' 3 6 9.5

教     師 1 1 1.6

軍     務 1 1 2 a2

(死    亡) (3) (生8)

Tota1 23 3 24 1 4 4 1 63

% 36.5 生8 3al 1.6 6.3 6.3 1.6

GIRI.S

結     婚 10 25 13 ・ 4 2 3 2 59 8生3

コーラン学校生徒 4 1 5 7.1

無     職* 2 2 4 57

(死   亡) (2) (2.9)

Total 12 25 19 4 2 4 2 70

% 17.4 5丘7 27.1 5.7 2.9 5.7 2.9

自家での家事労働もふくむ
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1982年 に筆者は,こ の子供 た ちが,現 在 どこにす み,何 を してい るかの追跡調査を こ

ころみた。

 その結果は表2に しめす とお りである。男子の ばあい,村 に とどま った ものが36. 5

パ ー セ ント,近 隣…の村にすんでい るものが4 .8パ ー セ ン トとあわせて約40パ ーセン ト,

ガ ウンデ レへでているものが38.1パ ー セン ト,そ の他 の各地へでて いるものが16パ ー

セ ン ト,死 者 が4.8パ ー セン トと,そ の おお くがガ ウンデ レへでて,進 学,あ るいは

半熟錬労働,下 級公務員などに従事 している。 ウ シの解体に従 事 しているものは,ガ

ウンデ レ,メ イガ ンガ,ヤ ウンデに各1人 とな っている。

 他 方,女 子 は,バ ングブーム村 内で結婚 した ものが14パ ー セン ト,近 隣の村で結婚

した ものが55.7パ ー セ ントで,ガ ウンデ レへでた もの27.1パ ー セン トには,婚 出18.6

パ0セ ン ト,進 学(コ ーラン学校をふ くむ)5 .7パ ー セ ン ト,ほ かにはメィガ ンガ,

ヤ ゥンデその他への婚 出者が17パ ーセン トとな っている31》。

 筆 者の参与調査では,こ れ らバ ングブー ムの小 学校をでて,ガ ウ ンデ レやその他の

都市に就職 した ものは,も うバ ングブームに帰 つて定住す るみ こみはない。

 学 校教育の普及 は,あ きらかに,バ ングブームの人 々を カメルー ン国民社会の なか

に組織 化 し,バ ングブームの社会交流圏を拡大 させ た。 しか し,そ れは,同 時に,バ

ングブーム村 自体の過疎化,伝 統 的生業の存続 の困難 をひきお こ したのである。

8)生 業 圏

 バ ン グブームの人 々は基本 的に農業 をその お もな生業 と している。市場 での商業や,

ミシンをつか っての洋裁師,鍛 冶屋 や籠 づ くりその他 の生業 は,あ くまで も兼業であ

り,農 業を その基本においてい る。                                1

 バ ングブームは次章 でのべ るよ うに,村 全体 がひ とつの塊 とな った集村であ り,生

業の主体であ る畑 は,や しき内の疏菜,果 樹 などをのぞ いて,基 本的には村の外にあ

る。

 主要 な作物は,伝 統 的に は主食 であるモ ロコシ(n瀟g),ト ウ ジンビエ(疸��1)で あ

り,同 時に トウモ ロコシ(η∂㎎ 概πの,マ ニオ ック(mb瀛)も 栽培 され る。1960年 後 半

か らマニオ ック栽培の増大が顕著 で,主 食 と しての依存度がい ちじる しくたかま って

い る。 このほか,モ ロコシなどの畑には,サ サゲマメ(瑟},ヒ ョウタン類(痙v�1�,

a4薦,観 初,畴�疚烽ﾈ ど),カ ボチ ャ(∂1診π,詔 η励 伽)な どが混播 され る。 ほかに,

ピーナ ツ(吻 既の,サ トウキビ(疣j��),タ バ コ(t瀉潴),バ ナ ナ(k��)な どが現金

31)も ちろん,そ の結婚は,そ こにすみついているブームの男とのものである。
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収 入の一助 と して うえ られ る。 また,や しきの なかには,ヤ ム(砂 勘,タ ロ(∂㎎δδ

             へ

などの イモ類,レ モ ン(♂伽 の,マ ンゴー(mangorδ)な どもうえ られ る32)。

 モ ロコシ,ト ウジンビエの畑 は,お おむね川 から100メ ー トル くらいはなれた乾燥

したところに おかれ る。一方,ト ウモロコシはもうす こし川 にちかい ところ,マ ニオ

ックは川辺の湿 潤な ところに うえられ る。 したが って,お お くの人 々は,モ ロコシ,

トウジンビエの畑 と,川 に ちかいマニオ ックの畑の二つを もっている ことがおおい。

B Belaka (Sorgham) 

1 Sarki Yaki (Sorgham, Maize) 

 1'  Sarki Yaki (Manioc) 

2 Kaigama (Sorgham, Maize) 

2  '  Kaigama (Manioc) 

3 Galdima (Sorgham, Maize) 

3  '  Galdima (Manioc)

4 Bigaoula (Sorgham) 

 4' Bigaoula (Manioc, Tobacco) 

5 Nyaassa (Sorgham, Maize) 

5 ' Nyaassa (Manioc) 

6  Alim (Sorgham) 

 6'  Alim (Manioc,  Tobacco,Banana) 

7 Samaki (Sorgham) 

 7' Samaki (Manioc, Maize)

図13バ ングブーム村民の畑の場所(主 要作物のみ)

32)バ ングブ ー ムの 栽 培植 物 の詳 細 に つ いて は,【HINO
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いず れも,村 の外,ビ ニ川,マ ンバ ラン川,マ ボル川 などにそった地域 に畑 がおかれ,

村 か ら3～4キ ロ,と きには10キ ロちか くもはなれたところにな る。ベ ラカの畑 は,

マ ンバ ラン川 とビニ川にはさまれた,村 か ら1キ ロばか りの ところにある
。 ガイガマ

やサル キ ・ヤ キなど,村 の重 臣たちの畑 は比較 的村 か らちかい し,あ とか ら村に加入

 した ドゥルの人 々の畑 は村か らとおい(図13)。 サ ルキ ・ヤキは,自 分のや しきの と

な りのマ ンバ ラン川にいたるや 珂頃斜 した土地に トウモロコシを うえ,2キ ロはなれ

たマ ンバ ラン川南岸にモロコシ,2キ ロ余 はなれたマボル川 のちか くにマニオ ックの

畑を もっている。一方,ド ゥルの土地 か ら若 いときに この村 へやって きたニヤ ッサは,

10キ ロはなれたガダ ・マボル(Gada Mabor)に モ ロコシの,3キ ロはなれたマ ボル

川のふ ちにマニオ ックの畑を もっている。村の重臣の一人,ド ゥルの代表格のガルデ

ィマは,自 らが生まれそだ った ビニ川対岸(村 か ら10キ ロ)に 広大なモロ コシの畑,

その川 よ りにマニオ ックの畑を もっている。

 モ ロコシ,ト ウモ ロコシなどの畑 は,5～6年 ごとにその隣地 へ耕作地を うつす焼

畑移動耕作で,そ の移動,あ た らしい畑の開墾 は,ベ ラカの御前会議で承認 され る必

要がある。他方,川 辺のマ ニオ ック畑 は,ほ とん ど場所を うこかない。

 サル キ ・ヤキの畑を例に とると,1.5ヘ クタ ール ほどのモ ロコシ畑 のうち,約1/8ほ

どが妻のマ エレマ(Maerema)の 畑 とされている。 その収穫 物は妻の財産であ り,や

しき内の妻専用の貯蔵倉(f 伃n瀟g)に おかれ る。売ればそれは妻の収 入になる し,妻

がモロコシビールをか もして売 る こともあ る。マニオ ック畑 において も妻 の所有 する

畑があ る。複妻のばあい,そ の それぞれが持分の畑 をもってい る。

 人 々は,お おむね,村 か ら村外 の畑 にか よう。早朝にでか けて,昼 すぎにかえ って

くる。農繁期,と くに収穫期で,野 鳥や イボイノシシ(∂薦),ノ ブ タ(9∂ ぬ7切,カ バ

(96伽 の などの被害 が心配 され る時期,人 々は畑 に出づ くりの小屋(k�b�)を たてて,

何 週間かをそこです ごす ごとが おおい。

 乾 季のおわ りちか く,次 年の播種 に先 だ って,人 々は,モ ロコシ畑 に火 をはな って,
'

それにそなえる。 火入れ(∫伽gg吻,と くに新畑 の火入れのばあい,お お くは共 同作

                        ノ

業(s�g�)で おこなわれ る。畑 の境界に側溝を ほ り,あ るいは草を刈 りとって,風 上

か ら火をつけ,人 々は葉 のついた生の枝を手に もって,境 界外に燃 え うつ りそうなと

きは,そ れで火をたaい て消す。 この しごとは,お おむね,夜 の8～10時,暗 くな っ

てか らお こなわれ る。消火 には じゅ うぶん気 をつけるが,1965年 こ ろ,隣 …村のバ ウシ

(Baoussi)で は,こ の火 が村に もえ うつ つて,村 の大半を焼失 した。

 モ ロコシの収穫期,つ ま り,乾 季の さか りは,も っとも忙 しい時期であ る。穂 にみ
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の ったモ ロコシは,ま ず,足 で踏みたお され,(nd疣� n瀟g),す こ し乾燥 した ところ

で ナイフで穂 の部分を切 りお とし(彫ga珈9),穂 の みが一個所 に あつめられ る。 そ

して,適 当な時に,棒 でた ＼いて脱穀す る(nd疚� n瀟g)。 この脱穀 の しごとは,い っ

ぱん に,サ ケの共同作業(s�g� y絈)と よばれ る共 同作業でお こなわれ る。 その当 日,

畑 の持主の妻た ちによ ってか もされたモ ロコシビール(y絈)が 用意 され,手 伝 いに

あつまった人 々は,そ れをのみのみ,脱 穀を手 伝 う。収穫期,村 の人 々は順 ぐりに,

サ ケの共 同作業を主催 し,そ れが一順 した ときに,村 中の脱穀 がおわる。敬虜 なムス

リムであ る,ベ ラカや重臣た ちのいえでは,モ ロコシビールのかわ りに,食 事 が提供

され る。 したが って,こ の時期,村 人 は連 日ブ ッシュへでか けてい くのである。

 村 からみて,ベ ラカの畑のむ こうがわ,ビ ニ川にちかい低地は,ト ンホ リ・ラウン

ビー(t�f �i r碼mb�, t�f �1�ﾍ すて られた村の意, r碼mb�は 水 のま々なか)と よば

れ,先 代のベ ラカ ・バル ソラ(B�1潴� B灑s�1�)の 旧都があ ったと ころで,そ の当時

うえ られ たマ ンゴーの木や,モ ス クのあ とがのこっでい る。 この周辺は,バ ングブー

ムの人 々の草刈 り場にな っていて,背 よ りも高い禾 本科の草 々が得 られ る。草ぶ き屋

根や,や しきのへいにな くて はな らない もの であ る。

 ま た,ビ ニ川 にそ った川辺林は,村 人の建材 とな る樹木が おおい。村の西がわには,

か って営林署の指導で うえた とい うユー カ リの木(kp�.f��,砂 食 は木,∫6短 は フラ

ンス語 の .命碗,っ まり営林署)も,建 材 と して利 用されている。

 村 の人 々は,畑 へい く道す が ら,ブ ッシュのなかの小樹木を,ま き材 として採集す

る。 しか し,近 年,ま き材は しだいに枯渇 し,か な りとお くにいかなければ手 にはい

らな くな った。 これは,将 来,村 の存亡 にか かれ る重要事 にな る可能性 があ る。

 かつて ブームの人 々に とっては,狩 猟 は,農 耕につ ぐ重要な関心事で あ った といわ

れ る 匹AMBEzAT 1962:199]。 現 在で も,ブ ッシュにで るとき,弓 矢を携帯す るも

のが おおい。 しか し,獲 物は,わ ずかの ホロホ ロ鳥(娩),ノ ウサギ(γ6磁)な どで,

生 業的な意 味は うしなわれて いる。 また,漁 携 も,ナ マズ(mb�)な どが趣 味的に釣

られ るのみにな っている。

 家 畜 は,ヤ ギ 伽1の,ヒ ッジ(s疥�),ニ ワ トリ(緬 緬)が や しきの周辺で かわれ る

のみである。

9)生 活 圏

 バ ングブー ムの人 々は,生 活用水 のおお くを,ち か くのマ ンバ ラン川,マ ボル川に

た よっている。村の 中央部 に井戸(9鹿8の はあるが,モ ス ク用,ベ ラカや何人かの重
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臣のほかは,ほ とん ど利用 しない。

 水 浴びは,成 年の男 たちは,妻 子に川 の水 をは こばせて,や しきの なかでお こな う

が,女 たちや子供 は,川 にでかけて,き まった場所で水浴びをす る。女た ちの水浴 び

の場所 と,若 い男 たちのそれ とは,数 十 メー トル はなれてい る。

 村 にい ちばん ちかいマンバ ラン川の一部 は,女 たちの洗濯,穀 物 とぎ,食 器 などの

あ らい ものをす る場所にな ってい る。深 さ30セ ンチほどの川 の中央に,い くつかの大

きな洗濯石がおかれ,衣 類 をそれにたaき つけて洗濯す る。女 た ちは,し ば しば,着

衣の ま ＼水につか り,水 浴 びと洗濯を兼 ねる。洗 濯物 は,川 の周辺 の草の上にな らべ

て干 し,か わ くのをまってや しきへ もちかえる。

 また,い えをたてる時には,マ ンバ ラン川の周辺の土 を ほって,川 の水をつか って,

粘 土をつ くり,あ るいは,日 乾 しレンガをつ くって建材 にす る。 ラテ ライ ト性の土は,

水 とまぜ て,足 でふむ と,粘 性を しめ して,そ のまa土 壁にす ることがで きる。 この

粘土 はい くらかの枯草 とまぜて,木 のわ く(声 η4諺∂6磁 の に入れ,型 をぬいて,そ

のま ㌧日に干 して 日乾 しレンガをつ くる。

10) 宗教儀礼,通 過儀礼など

 日常 の イス ラムの礼拝 は,村 の中央 モス クでお こな うが,断 食月 あけの祝 日(ブ%14θ

ramabaana),巡 礼 月10日 の 犠牲祭(ブ π146砺 加 妙の のふたつの大祭には,村 の外数 キ

ロの平地においの りの場所(r碼d匤g�)を つ くって,バ ングブームのみな らず,ニ ャ

セイ,マ ンバ ラン,サ ボンガ リ,ワ ラクなどの人 々もつ どって共 同礼拝を おこな う。

この 日には,騎 乗 のベラカを 中心に,村 の男 たち全員が,お もいおもいの武 具(弓 矢,

剣,や りなど)を 手 にたず さえて,い っしょに隊列を くんで,お いの りの場所まで行

進する。ベ ラカのや しきか ら,時 計 と反対 まわ りの道を とって,お いの りの場所 まで

行 き,お いの りが おわ った ら,ま た隊列 を くみ,お な じ道 を とおることな しに村 へ も

どって くる。

 ブ ームは伝統的に少年 たちの割礼の習慣を もつ。現在 では,8～12才 くらいの少年

た ちが,年 長の少年た ちにさそいだ されて,ブ ッシュにつれ られてい つて,そ こで割

礼(π4薦)を うける33)。 か つては,村 から数 キロはなれた場所に小屋をつ くつて,こ

aに1～2カ 月 間年 長の少年た ちとともに とま りこんで,割 礼のあ と,さ まざまの訓

練 を うけたとい う。1970年 代 にな ってからは,小 屋をつ くらずに,村 の最端にあるや

しきのなかのいえをひとつ借 りて,そ こか らブ ッシュへでか けてい くようにな った。

33)ブ ー ムの 割 礼 に つ いて は,[HINo l978:135-141]を 参 照 。
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期 聞 も,学 校な どの関係 で,1～2週 間に短縮 されている。 その場所は,儀 礼のなか

で水浴びが重要 な一部 とな ってい るため,お お くはビニ川 やマボル川の岸 ちか くの川

辺林のなかがえ らばれ る。毎年一定の場所 とい うことはな く,ま た,そ の場所は秘密

であ るとされてい る。

 人 が死 ぬ と,か つては,そ のや しきのなかに埋葬された。 これ は1950年 代 までつづ

いていたが,い まは,村 の外1キ ロのところに共 同墓地(gidamutua)が つ くられ,そ

こに埋葬 される。墓地で は,死 んだ順 に墓所がさだめ られ,家 族 ごとにまとめ られ る

ことも,男 女別 にわけ られ ることもない。墓穴には,す べて,右 下に横 臥 した遺体 の

鼻先 がメ ッカの方 向(alkibila)に む くよ うに,す なわち,ほ 斗 南北に2. 5メ ー トル,

東 西50～70セ ンチ,深 さ1.5メ ー トル くらいに掘 りさげ られ る。 埋葬後墓標 をつ くる

こともない。村人が村以外,た とえ ば,ガ ウンデ レの病院で死 ねば,埋 葬はガ ウンデ

レでお こなわれ る34)。 女 性 は,死 者以外墓地に立ちいることは禁 じられてい る。

11) ブー ムの空 間意識

 ブ ー ムの人 々の 空間意識の なかで,と くにはつきりとみ とめ られ ることは,人 のす

む空間 と しての村(∫ の と,人 のすまない空間 としての野(襯,草 の意)の 区分で あ

る。 野は,ブ ッシュ(乃6塗)と 畑(吻 ㎎)に 二分 され る。 川(mb�)は,し ば しば,マ

ミワタ とい う魔物(m瀘��t�)が すみ,夜 くらくなってか ら幼 い子供 がちかず くと,

水 に ひきこまれ,溺 死 させ られ るのだとい う。マ ミワタは,肌 が白 く,黒 い長髪の女

性であ るとされてい る。

 ブ ッシュは,野 性の動物や,魔 物(ginaji)の す むところであ り,男 たちは,つ ねに

弓矢 やや り,す くな くと もナイフはたず さえてい くべ きところとされている。

 た またま,ブ ッシュや畑で産気づいて生 まれた子供 は,イ スラム名のほか に・ニ ャ

ーホイ(妙 ∂盈漉),マ ーホイ(7η∂謙61)な どのニ ックネーム(r�g s疝g�)が つ けられ,

大 人にな って も しば しばその 名で いいな らわされ る。

 割 礼に さい して,ブ ッシュになが くとどま り,ブ ッシュをある きま わるの も,少 年

た ちに,勇 気(, sin� y穩,字 義 とおりな ら赤い 目をもつの意)と い うものをお しえ るた

めであ るとい う。 それまで,母 の もとで村をはなれた ことのない少年 たちを,ブ ッシ

ュにす むフェンバカ(f� mb疚�)と い う巨大 な動物をみにい こうとい って さそいだ し・

割礼を おこな ったのち,男 子 と してのいろいろの心得,男 らしさ,性 のいとなみ・礼

34)極 端な例として,あ る死期のせまった重病人が,ガ ウンデレか ら村へはこばれていたが・途

 中で息をひきとると,す ぐに,そ のそばの村の墓地に埋葬された。
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儀 といった ものをお しえるのであ る。若者 が,草 の衣をま とい,草 あみの仮 面をかぷ

り,盾 とや りをもって,子 供た ちのまえに現われ(9薦 とよばれ る),お ど し,勇 気 と

い うものをお しえ るの もその ひとつの欠 かせぬ や り方であ る。 そ して,こ の修業 中に

口うつ しでな らう唄のなかには,ブ ッシュのなかの 怪物や魔物を うた った もの が あ

る35)。 そ して,一 緒 に割礼をお こな った仲間は,勇 気をわか ちもった友人(  ヘへωαz)と し

て,い つまで も仲間意識 をもちつづける。

 割 礼が おわ ると,も う母親 とははなれた一個 の男性 と して,ブ ッシュの こわさにも

耐えた勇気を もった男性と して,ほ こりを もってふ るま うのである。

 他 方,女 性 は,メ ンス(goa)に さい しては,数 日間,自 分のいえにと じこもって,

村 か らで て,ブ ッシュへい くことは禁 じられる。 けがれ とい うこともあ ろ うが,女 性

はこの時期 は,魔 物にたい して無防備なのだ とい う意識 も同時にみ られ るのであ る。

4.ハ ン グ ブ0ム 村 の 空 間配 置

1) 村全体の配置

 ブ ー ムの村 は基本 的に集村,な い し塊村 といえ るものである。畑の とおい村人 が農

繁期の一定期 間出づ くりごや(k�b�)に す ごす ほかは,人 々はみな,村 内にかた ま っ

て居住 してい る。バ ングブーム村 は,図14に しめ されるよ うに,乾 線道路 にそったや

しき(k叝�)の つ らな りであ り,中 央 にベラカのや しき(k叝�),モ ス ク(r碼 � d�g�),

井 戸(g��),広 場(勿'潴s�),そ の 周辺に重臣た ち(g伽gψ κ7ののや しき(k叝�),そ

の 外がわに 一般 の村人た ちのや しき(k叝�),そ して,西 の村の出口ちか くに定期 市の

ひ らかれ る広 場と公立小 学校 がある36)。

 や しき(k叝�)は,草 べい(k叝�)に よってか こまれ,な かに3～10戸 の 土かべ,草

ない しトタ ンのやねの家屋(p潴)が たて られている空間であ る。この草べいでか こま

れたや しきも,草 べいと同 じくキラ(k叝�)と よばれ る3?》。 それぞれの キラは,入 口

のいえパ ックフィル(p潴f �1),あ る いは,草 べ いの切れ 目によって,道 路に入口をひ

らいてい る。

 や しきの総数は,調 査時点で48・ その つち,パ ックフ 辱ルを もつ もの18(37.5%),

もた ない もの30(62・5 ｰo)で あ る。 カイガマのや しきは三人の兄弟 が一 つの キラに同

35)ブ ー ムの 割礼 の うた につ い て は,[EGucHI 1976:334・-343]を 参 照 。

36)そ の外 が わ に,1984年 にデ ィス ペ ンサ リィ,1985年 に独 立 の 農 業指 導 所 が建 設 され た 。そ れ

 ま で は,農 業指 導 員 は,村 人 の や しきに 寄 寓 して い た 。

37)キ ラ(k叝�)は,本 来,動 詞 キ ル(k叝,と りか こむ の 意)か らきて い る とみ られ る。
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図14バ ングブLム 村の空間構造(1971.10)

居 して,別 方 向にひらいた三 つのパ ックフィルを もってい る。村人のあいだで は,キ

ラを もつ以上,パ ックフィルを もつ ことがのぞま しいとされている。パ ックフィルを

もたない ものは,そ れを貧乏,人 手不足,入 村以来 日があ さい,な どのせいに してい

る。
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2)民 族 分 布

 バ ングブームの総人 口433人 は,第3表 のよ うに,ブ ーム,ド ゥ.ル,フ ルベ,ハ ゥ

サの四つの グループか ら成 る。 ベラカの話 によれば,1933年 ころ,ベ ラカがこの 地に

村を開設 した ときは,す でに数家族の ドゥルをふ くんでいた とい う。 ベラカか らの聞

き書 きによれば,1950年 ころの村では,ド ゥルの キラが10で あ った という。その配 置

をみ ると(図15),の ちに重臣ガル ディマ となる当時のサル キファダ(Sarkifada)が,

当時の重 臣カイガマ ・ガ ンガ フゥ(Kaigama GangafU)の や しきの一隅に 同居 した

ほかは,ド ゥルの全員が,村 の外辺部に キラをもって いる。 この傾 向は,現 在の キラ

配置(図16)に おいて も基本 的にはかわ っていない。ガルデ ィマが,カ イガマの死 後

そのキ ラをつ ぎ,い くつかの死絶,な い し村外へ移住 した ブー ムのキ ラのあとに ドゥ

ルが入居 した例をみ ることがで きる。

 ま た,フ ル ベの二家族 は,そ の一人マールム ・ジジ(Maalum Djidji)が,1955年

こ ろ,ベ ラカの懇請によ って イス ラム教師 として,こ の村にすみついたの と,村 の ブ

表3 バ ングブーム村の人口(民 族別)

男 女 計

ブー ム 97 94 191 4生1%

ドゥル 97 135 232 53.6%
「

フルベ 4 5 9 ♀・3%

ハウサ 1 0 1 一

計 199 234 433

(1970.1現 在)

      図151950年 ごろのキラの部族別構成

ききがきによるため,キ ラの空間配置のこまかい点は正確ではない
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図16 キ ラの部族別構成(1972年 現在)

一 ムのアダ ム ・ガル デ ィマ(Adam Galdima
,1955年 ころ死亡)の 娘の一人 と結婚

たマール ム ・ハマダマ(Maalum Hamadama)が 同 じく この村 に居を さだめたも

である。ハ ウサは,旅 の商人であ ったサ リウ(Saliu)が,1965年 ころか ら,ブ ーム

サルキ ・ヤラ ・ニ ァーボ ン(Sarki Yarra Nyaムb6n)の キ ラに寄宿 してい るもので

る。フル ベの二人 のマール ムは,つ ねにベラカの客人 と して この村にすみついてお

客人の もてな しをその しごとの一つに してい るサルキ ・ヤキが,そ の世話 を担当 し

いる。

3) 村の社会組織か らみた配置

 か つ て,別 の論文[日 野 1974]に しめ した ように,バ ングブーム村では,ベ ラ

が任命,か つ称号 をあたえた何人 かの長老が,三 人の重 臣,カ イガマ,ガ ルデ ィマ

サル キ ・ヤキを中心に,一 定の住民 組織の長 とな っている。 これ らの長老 たちは,

ック ・フー(η4話 塑,ndjkは うで, fnは 村,す なわ ち"村 の うで"の 意味)と よは

同時に ドック ・フー は,こ の長老 によって代表 され る何人かの成年男子のグループ

さ してい る。

 ドック ・フーにはふたつの レベル があ る。その一つ は,こ の長老たちによってひ

い られ る ドック ・フーであ り,も う一 つは,こ の ドック ・フーをい くつかまとあて

織 された ドック ・フーである。重 臣ガルデ ィマが,筆 者 に説明す るために,こ の前

を小 さい ドック ・フー(ndbk ffi njiki,小 さいndjk fti),後 者 を大 きい ドック ・フ
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(ndδkfti hdinδke, 大 きし、 nd∂kffi)と よんで区別 したが,小 さい ドック ・フーが ブー ム

の伝統的 な父系小 リネエジ集団に則 しての ドック ・フーであ るのに対 して,大 きい ド

ックフー は人 口減少 によって小 さな ドック ・フーが集団 と しての意味を うしなった と

きに,ベ ラカの智慧 によって再編 されたあた らしい ドック ・ラーである ということが

で きる。バ ングブーム村全体で,現 在16人 の小 さい ドック ・フーをあげる ことがで き

るが,そ の構成メ ンバ ーは,平 均6.75人,村 外居住者をのぞ くと平均5.1人 に な って

しまう。それが再編に よって4つ の ドック ・フー とな って,一 つの構成 メ ンバーが平

均27人(村 外居住者 をのぞ くと20. 5人)と な ったのであ る。

 4つ の大 きい ドック ・フゥー,す なわ ち ドック ・フー ・カイガマ,ド ック ・フー ・

ガル ディマ,ド ック ・フー ・サル キ ・ヤキ,ド ック ・フゥ ・ニ ャーグガは,現 在,

     一 ドック ・フー ・カイガマ

     ー ドック ・フー ・ガルデ ィマ

     ー ドック ・フー ・サル キ ・ヤキー ドック ・フー ・ニ ャーグガ

とい うよ うに,ド ック ・フー ・ニャーグガは ドック ・フー ・サル キ ・ヤキの もとに統

合 されてい る。 これはニ ャーグガが能力,飲 酒癖な どによ って,ベ ラカの信頼を うし

ない,重 臣と しての地位を はず されたためであ る。          :・

図17

㍉鴨ノ 父E獄 1

         、,'

㌧ ク・フーの空間配置
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 さ て,村 の空間配置か らみる と,こ れ らの ドック ・フーは,地 縁 的ま とま りをな し

てはいない(図17)。 これは,先 代のベ ラカ ・バル ソラのマ ワル ワ リ(Mawalwali)時

代 か ら,ド ック ・フーは本来 は親族を基礎 に した組織であ って,近 隣集団ではなかっ

たのであ る38)。

 しか し,三 人 の ドック ・フーは,あ きらか にベ ラカの キラの近 く,す なわ ち,村 の

中央部に位置 している。そ して,客 人 マール ム ・ジジは,か れの世話を担 当す るサル

キ ・ヤキの キラの0部 に キラを建設 してい る39)。

 村 でベ ラカを 中心に した村人 のあつ まりは,基 本的には三つあ る。第0は,三 人の

重 臣 大 きい ドック ・フー すなわち,カ イガマ,ガ ルデ ィマ,サ ル キヤ キに よるもの

で,こ れ はほとん ど毎朝,ベ ラカの キラでひ らかれ る。三人 か ら,昨 日来 おこった さ

まざまので きごとについての報告 と,ベ ラカの指示 がおこなわれる。村人の死,誕 生,

事 故 などが生 じたときは,い つ も,す ぐに この三人がベ ラカのキ ラへ急行 して報告す

る。第二は,16人 の小 さい ドック ・フーがあつまる長老会議で,こ れ は月に数回,必

要に おお じて招 集される。第三は,村 の成人男子全員があっまるもので,年 に数回,

これ も必要 におお じておこなわれ る。第一,第 二 のあつ ま りは,ベ ラカの三つあるパ ッ

クフィル(ρ ∂嬢 の の もっとも外がわのパ ックフィル ・カ ラ(p潴f�1 k�1�)で お こなわ

れ る。会議以外で も,村 人がベ ラカに会 わねばな らない事態 が生 じた り,ベ ラカがよ

びつけたばあいは,三 人の重臣 も列席 して,や は りベ ラカのパ ックフィル ・カ ラで会

合 が もたれ る。

 このパ ックフ ィル ・カラでは,村 人のすべてのす わる場所 が きまってい る。その場

所 は,ジ ャル カバ(j瀝k畸�)と よばれ,た とえば,カ イガマのすわる場所 はジャルカ

バ ・カイガマとよばれ る。図18に み るように,ま ず,ベ ラカの場所 は
,一 番奥の右が

わ,そ の前 にガルデ ィマ,左 がわにカ イガマ とサル キ ・ヤキ,右 がわが長老た ちの,

右 手前が一般の村人(男 子),若 者 や女性 がすわ るのは,外 のダ ンキ(d瀟k�)と よば

れ る場所であ る。 左手前 はジャル カバ ・ゴル(翅 鋤 δ9∂r)と よばれ,客 人 の場所 で

ある・ たとえば,村 の客人あつかいで あるマール ム ・ジジや,村 外か らの人 々 もこ ～

にすわ る・近隣の村の村長 や,高 名のイス ラム教師,あ るいは郡庁の使 者などは,二

番 目の入 口の いえ(p潴f �'l l碼s�1�,1碼s�1驍ﾍ中間の,境 界の,の 意味)に 招 じられ,

こ 、の客人 の場所 に案 内され る。 こ ㌧は白砂が しかれ,そ こにゴザをおいてす わる。

38)バ ング ブ ー ム村 の若 い イ ン フォマ ン トは,説 明 の た めに ,筆 者 に ドック フ ゥ(nd� f�)を,

 フ ラ ンス語 の カ ル テ ィ エ(quartier)に 訳 して みせ たが,こ れ はた だ し くな い 。

39)1982年 ・ マ ー ル ム ・ジジ(Maalum Djidji)と そ の夫 人 が相 つ い で 死亡 す る と,ま も な くこ

 の キ ラは と り こわ され,サ ル キ ・ヤ キの トウモ ロコ シ畑 と な った 。
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図18ベ ラカのパ ックフィルにおける村人の座所

ベラカは,い つれの場合 も木の専用のイスを もちい ,ほ かの人は土間にすわ りこむ。

 この村人た ちの地位 におお じて きめられた ジ ャル カバ は厳密にまもられ る。た とえ

ば,あ る一般の村人がベ ラカにあ うときには,か な らず,右 の手 前にすわ り,ベ ラカ

と二人 きりで も,そ れ以上近づ くことはない。

 ちなみに,村 人 は,こ ＼にはい るときは,か な らず,外 では きもの をぬいで はだ し

にな る。 ベラカの顔をみつ めることは,目 がつぶれ ると信 じられていて,け っして ベ

ラカの顔の正面 に自分の顔をむ けない。 そ して,自 分の方か らはな しか けることも し

ない。 ベラカの問いに こたえ,あ るいは発言を うなが されて,人 々はうず くまって,

あ たか も独 り言をい うよ うに,顔 をそむ け,あ らぬ方角にむか って ボソボソとは なす。

大 声をだす ことはけっして ない。ベ ラカが,キ ラをでて村内にあ らわれ ると,人 々は

い っせ いには きものをと り,地 面 に うず くま る。川で洗い ものを してい るときな どは,

衣 服のぬれるの もかまわず,そ の場 にうず くま る。
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 村 人をめ ぐる裁判(k�t�)は,村 人全員をあつ めてお こなわれる。 警察長官 ともい

え るサルキ ・ヤラ(Sarki Yarra)が 革 の鞭 をもってベラカの まえにすわ りこみ,ド ッ

ク ・フーがな らび,マ ール ム ・ジジが列席す る。被告,原 告がいつれも後見人 を とも

な って両がわにす わり,ベ ラカの問いかけにこたえる形で,た がいに自己主張を おこ

な う。必要があれば,証 人(5「224∂δω∂)も よばれ る。 そ して,ベ ラカ,三 人の重臣,

マ ールム ・ジジが非公 開で事件を審理 し,翌 日村入全員 のまえで判決がいいわた され

る。判決には村 か らの追放,謹 慎,ベ ラカの キラでの軽労働 などがある。

 中央の広場 にたて られている モスク(r碼 � d�ga),そ の そ ば に あ る共 同 の 井 戸

(幽gの40)の 管 理は,基 本的に ガル ディマの しごとである41)。 井 戸の水を くみあげる,

長 い縄のついたつ るべ桶(プ ラスチ ック製,こ れ もg�烽ﾆ よばれ る)は,ベ ラカの

キラに一つ,ガ ル デ ィマの キラに0つ おかれていて,そ れ を借 りださないと,人 々は

井戸を利用で きない。 この井戸の管理の しご とは,ブ ームの伝 統的な重要役職 の一 つ

であ り,ニ ャーグガ(砂 盆幽gゐ,ny矜は ブーム男子の敬称, g瀏�ﾍ つ るべ)の 担当

で あった とみ られ る。ニ ャーグガのキラには,す でに干あが って使 用されな くな った

大 きな井戸 のあ とがあ る。

 カ イガマ,ガ ルデ ィマ,サ ル キ ・ヤキの三人の ドック ・フーには,あ きらかに,役

職 の分担がある。 まず カイガマは,村 内の人 々の組織化にかかわる しごと,い わば内

務大 臣の役,す なわ ち,共 同作業 の さいの人 々の組織,集 税の督促,学 校へや って こ

ない子供の親 たちへの督励,村 の会合の通知な どの しごとを おこな う。 ガルデ ィマは,

村 内の金銭,物 品の 出入 りにかかわ る しごと,い わば大蔵大臣の しごと,す なわ ち,

集 め られた税金の計算,モ ス クなどの公共施設の金銭 や物品の出入 りの管理,公 共資

材 の管理,モ ス ク建設の技術者 など村でやとい入れた人 々の賃銀の支払 いなどを おこ

な う。 サル キ ・ヤキは,村 の外 との対応,い わば外務大 臣の役,す なわち,客 人への

応接,村 の代表 と して各種会議 への出席,公 共道路の管理42),公 立 学校 との対応 な

どを担 当す る。 その ほかの,長 老(つ ま り π4砒 声nj 勛�)に は,個 々に特定の役職が

もた らされてい るわけではない。

40)ブ ーム語には,サ ンビー∫伽9四城,s疣gは 穴, mb瑟は 水)と いう井戸をさすことばがある。

 グガ(g彅�)は ハウサのつるべのばけつからきた外来語である。

41)こ の井戸は,1950年 代 後半,フ ランス植民地政府の援助で掘 られたものという。深さ約15メ

 ー トル(水 面まで),乾 季にも酒れることはない。

42)サ ルキヤキは,ガ ウンデレ郡庁から,Chef de Barri鑽e,す なわち,雨 などで道路がこわれや

 す くなったときの交通規制をおこなうために公共道路の各処に設けられた関所の管理をおこな

 う仕事を委託されている。

342



日野 北 カメルーン ・ブー ム社会の空間構造

                 ■「τ

図19 キ ラ相互間の親子,兄 弟関係(親 子は父と男子のみ)

4) 親族組織か らみた配置

 キ ラ相互間の親子,兄 弟 関係 は図19の ようにな っている。 キラNo・3,14,48の よ

うに親子,兄 弟が同一 のキ ラにとどまるもの,No.6,7,8, No・30,32, No・4,23,26

の よ うに隣…接の キラを もとめて 住 もうとする もの,No.5,15,16,17,22,42, No・

10,37,38,No.9,35,44, No.11,39,40,45な どのよ うに,遠 近 にかな らず しも

こだわ らずに,親 子,兄 弟がどん どんあた ら しいスペースをみつけて別居,拡 散 して

い くものの三つのタ イプがみ られる。第一のタイプは,古 いブームの人 々の キラに,

第 二のタイプはそれに準 ず る。第三の拡散タイプは,ド ゥル系 の比較的あた らしくバ

ングブーム村 に来住 して きた入 々にみとめられ る。

 一 方,婚 姻 に もとず く姻族 関係 も,図20に しめ され るよ うに,村 内で広 く交錯 して

いる。

 村 の は しか らは しまで300メ ー トル 弱,あ るいて も数分 とい う密集 した集村の なか

で,親 族,姻 族 の網の 目が縦横に はりめ ぐらされ,そ の世代的重積によ って,村 の社

会統合,社 会関係 に大 きな役割を はた していることはあ きらかであ る。
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26'「は1971年 に男系が絶 えkira No.4か ら一組の夫婦が移 りすんだ。

    図20キ ラ 相 互 の 姻 族 関 係
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5) モスクをあ ぐる空間配置

 村 の 中央広場に面するモス クは,ほ ゴ西西南に入 口がひ らけ,背 面は東東北の メ ッ

カの方 向(dlkib21d,又 はmadz"1 mdkkd,磁 げ 認 は大 きな道)に むいてい る。

 入 口を はいると,せ まい中庭があ り,さ らに その入口をとおると,数 十枚 のゴザ

(ddag∂)を しきつめたモスクの内部 にたっす る(図21)。 中央正面に,メ ッカの方 向に

むけて,イ マーム(limdmイ ス ラム導師)の 場所 がある。1日5回 のおいの りに くる

人 々が礼拝を おこな う場所 はかな らず しもきまっているわけで はない。 しか し,一 般

には,イ マームの うしろに,3人 のムァ ッジ ンの ラダ ン(lddanお い の りの時間 を し

らせ る役),そ してその横 に,ベ ラカや重臣た ち,そ して長老 たち,一 般 の村人た ち

がな らぶ。金曜 日の集 団礼拝の ときは村外の人 々もおお くあつ まり,ベ ラカのほかの

図21モ スク内でのおいのりの座の例
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村 人 は,村 外の長老 やイス ラム教師に前の場所をゆずる。 モス クがい っぱいにな ると,

若 者 や少年は 中庭 にすわって そこで礼拝 をおこな う。 イマ ームに したが って,ラ ダ ン

が大声で 「ア ッラー フ ・アクバル」(・4〃励・akbar)と となえ,人 々が それに声 をあわ

せて礼拝す る。モス クの なかで は,基 本的にはベラカも一人の平等 な信者 として,一

般 の村人 とな らんで礼拝す る。

 金 曜 日の集団礼拝にあつま って きた村外の人 々の おお くは,接 客役の サル キ ・ヤキ

のパ ックフィルにすわ りこみ,お しゃべ りを しなが ら,午 後1時 ちか くの礼拝の時間

をまつ。 サル キ ・ヤ キは水の はいったやかん(b�t�)を 用意 して,人 々のお きよめ ウ

ドゥ(udu)の 便 に供す る。時間が くると人 々はそれぞれに ウ ドゥをすませ てモス クへ

むか うのであ る。

 イス ラム暦 の ラマザ ン月 の27日 は ライラール(lailaal)と よ ばれ,村 の男た ちは全

員 モス クで一夜 をす ご し,コ ーラン朗論 をおこな う。一一方女た ちも別 の場所(ベ ラカ

のパ ックフィル ・カ ラ,ガ ルデ ィマのパ ックフィルなど年に よって ことなる)に や は

り全員があつま って コー ランをよんだ り,イ ス ラムの うたを うた っZす ごす。

 ラマザ ン月 あけの ジュルデ ・ラマバーナ(ブulde ramabaana),巡 礼 月10日 の ジュル

デ ・ライハー ジ(, julde而 加 妙の の 日,国 の祝祭 日などには,村 の中央 の広場でダ ン

ス(nd瀟� nd瑟)が おこなわれ,太 鼓を 中心に若者が輪にな って,そ の輪の 中でかわ り

ばんに おどりをおどる。

6) 市場をめ ぐる空間配 置

 週1回,毎 水曜 日にひ らかれ る定期市は,村 の 中央広場か ら100メ ー トル余西よ り

の公設市場の場所(励a〃 伽～6)で お こなわれる43)(図14)。 この市場に 出店する もの

は,す べてガ ウンデ レの郡庁(sous-prefecture)で きめられた50フ ランの使用税(s韋de

l伹�)を 支払 わね ばな らない。徴収 は,郡 庁か ら委評 されたオスマヌ ・ニ ャーヤ トが

担 当 し,支 払 いとともに公給の チケ ットが手 わたされる。 オス マヌは月 ごとにま とめ

て郡庁 にと ゴける。

 市場全体の配置のなかであ きらか な ことは,男 の場所,女 の場所 がか な りはっきり

と区別 されていることであ る。 図22は,1970年2月25日(水)の 市 場の売 り手の配置

と商品を しめ してい る(写 真1)。

 道 路 に沿 って0方 に女の売 り手が ならび,い ろいろの容器にいれたあげ ドーナツ,

43)1974年 に キ ラNo.26(図19)の ニ ャー ヤ ト(Nyaayムt)が 死 亡 した あ と,1977年 市 場 用 のや

 ね つ き の建 物 は校 舎 に 改 築 され,市 場 はす こ し東 よ り,と り こわ され た ニ ャー ヤ トの キ ラの あ

 とに うつ され た 。 オ ス マヌ は この ニ ャー ヤ トのむ す ごにあ た る。
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図221970年2月25日(水)の 市 場 の 配 置

自家製石 けん,バ ナナ,農 産品などの商品をまえにすわ りこむ(写 真2)。 その道の

反対がわには,男 の売 り手 の雑貨,ロ ープ,コ ー ラ,ド ーナツ,鉄 製 の鎌な どが売 ら

れている。 この男 と女 の売 り場は,か ならず しも固定 的で はないが,女 が右な ら男は

左,女 が左か ら男は右 と,道 の両がわに相対峙 してな らび,両 者 が入 りま じるこ とは

ない。道路 か ら入 った広場は,一 隅で靴修理,自 転車修理 などの男,ゴ ザやテ ン ト地
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写真1バ ン グ ブ ー ム村 の 定 期 市

写真2 定 期市 の女性 の売 り場

の上に古着,小 間物をな らべ た男,テ ーブルの上 に塩や肉をな らべた男などの男の売

り場 である。その中心 ちか くには,お もにガ ウンデ レか らやって きて雑穀やマニオ ッ

クなどを買いつ ける仲 買人の コーナーがあ るが,こ ＼は男 も女 もま じってい る。広場

の北 がわには,日 乾 しレンガ壁,草 やねの細長 い建物があ り,こ ＼は男の衣類売 りが

かたまってい る。 ガ ウンデ レか らきた トラ ックや乗合 バス もこ ～にとまってい る。

 定 期市の 日は もちろん,中 央広場に ちかい キラNo.12, No.48な どのパ ックフ

ィルに は,し ば しば,ミ シンを もった仕立やが店 び らきしている。 またこの付近 には,

ときどき,村 の若者がテーブルをだ して,キ ャンデ ィ,タ バ コ,マ ッチなどの小商 品
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を売 っていることがある。 またキラNo.3やNo.26の わ きの道路沿いには,女 た ち

がっ くったあげ ドーナッ,シ ョウガ水,石 けん,あ るいは土器 やか ごなどがな らべ ら

れて売 られていることがある。 おお くは無人 で,人 々は ドーナッをつ まめば,き ま っ

たお金をその器のすみにそ っといれ る。信頼 の自動販売機 とで もいえる商慣習である。

 市 場の 日,と きにはそのほかの 日に も,村 の特定の キラで は,モ ロ コシビールがか

もされ,人 々に売 られるが,こ れについては後 にのべ る。

7) 教育をめ ぐる空間配置

 バ ングブーム村 でおこなわれる教育 は,ま ずは公共教育であ り,も う一 つは,イ ス

ラム教育である。

 村 の西端の0隅 には,1960年 代 前半に設 置された公立学校の校舎 と,教 師た ちの宿

舎があ る。校舎 は,二 つの教室を両翼に もった コンク リー ト壁,ト タ ンやねの校舎 と,

とみに建増 しされた 日乾 しレンガ壁,草 ぶ きやねの一教室とか らなる。1970年 当 時,

学 校は6年 制であ ったが,の ちに8年 制に拡張 された。それ以上 はガ ウ ンデ レかその

他 の都市に進学 しなければ ならない。1970年 に は教師は4人 で,3人 が 村はずれの教

師の官舎にすみ,1人 がキ ラNo.17の ビガ ウラ(Bigaoula)の 一 隅にすんでいた44)。

2人 が キ リス ト教徒,2人 がイス ラム教徒であ った。学齢(6才)に た っした村の子

供た ちはほぼ全員が就学する45)。

 イス ラム教育 は,マ ールム ・ジジが主宰する コー ラン学校(j瀟d�d�)で おこなわ

れ る。 まい 日午後6時 ～8時(休 日は金曜 日),か れの キラのパ ックフ ィルか,そ の

外がわの前庭で お こなわれるが,生 徒 は25人 く らい,大 体20パ ー セ ン トていどの参加

率であ る。子供た ちは,公 立学校 がおわ るとブ ッシュにでか け,そ れぞれ～束のま き

をあつ めて きて,そ の たき火のあか りで学習をお こなった46》。

44)注43に しめしたように,1977年 市 場の建物が校舎に改築され,ト タンやねの4教 室ができあ

 が った。

45)1970年 ころには教室に余裕があったため,4～5才 の学令期以前の子供も初年級に出席し,

 学令にたっするまで何年もそこにとゴまっていた。休暇あけ(10月)や,農 繁期には出席率が

 お ち,ベ ラカの命でカイガマが父兄を督励してあるいた。

46)1977年,マ ールム ・ジジ(Maalum Dj�j�)が病いと老令でガウンデレにうつりすむと,し ば

 らく,ベ ラカがイスラム教育を引きうけてきたが,1980-83年,ア ダマワ県の知事ハマ ドゥ・

 マールム(Hamadou Maahm)の 好意によって,マ ールム ・ハ リル(Maalum Hatilou)が ガ

 ウンデレから派遣され,ガ ルデ ィマのパ ックフィルでコーラン学校をひらいた。二年後,こ れ

 はガルデマにひきつがれ現在にいたっている。
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5.キ ラの空 間 配 置

1) キラの基本的構造

 バ ングブーム村の人 びとの住居は,草 べい(肋 の で か こまれた キラとよばれ る空間

である。 キ ラは,入 口のいえ(汐 畝ノの,も しくは 黙草べ いの きれ 目"@批 緬 の に

よ って外の道路にひ らけている。なかには,い くつかの家屋(ρ 話),家 畜 小舎やと り

小舎,穀 物を貯蔵す るかご(ノ 伽 ∂㎎),果 樹 や菜園な どがあ る(図23,図24)。

 キ ラの なか は,と きには,草 べいによ って,二 つない しそれ以上にわけ られてい る

ことがあ る。 この区切 りの草べいは クンガキラ(kdingd kira),そ してわ けられたそれ

ぞれの部分は,ド ックキ ラ(ndδk kira, ndbkは 腕,つ ま りkiraの 腕 を意味する)と よ

ばれ る。 この ばあい は,そ れぞれの ドックキ ラには,そ れぞれ,い くつかの家屋,貯

蔵 か ごがあ り,そ れぞれが独立 した世帯 である ことを しめ している。

 草 べい(kira)に は二つの種類 がある。一つは,禾 本科のア ンブクダ ワ(ambabbuddwd),

とか ア レフェレ(alef21e)な どの 太 さ 数 ミリくらいの 固い茎をあんだ もので,キ ラ ・

カ ンガケ(kira kangdke)と 呼 ばれる。 も う一つは,禾 本科 のambitbuddωa, agbbyiな

ど の1～2ミ リの 茎をな らべ,両 がわか ら横木をあて,柱 に 固定 して しば った もの

図23キ ラ の 一 例
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写真3 バ ックフィルとキラ

A  ndOk  kira Sarki Yaki 
B  ndOk  kira Hamandiko 
1  pak  näin Sarki Yaki (sleeping house of sarki Yaki) 
2 pak  na'm  malkira (sleeping house of his first wife) 
3  pak  sël  maakira (kitchen house of his first wife) 
4 pak  nam Haoua (sleeping house of his second wife, Haoua) 
6  pak  set Haoua (kitche house of his second wife, Haoua) 
7  pakfil (entrance house) 

 8  mak  nam Hamandiko 
9  pal(  Wain  Maerema (sleeping house of his wife, Maerema) 
10  pak  sel Maerema (kitchen house of his wife, Maerema) 
11  ftilnang of Sarki Yaki and Hamandiko

図24キ ラ の 一 例(kira Sarki Yaki)
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で,キ ラ ・ダ ンパ ー二(kird dampaani)

に よ ば れ る(写 真4)。 高 さはともに,

一 般の村人 の や し きで2メ ー トル ほ ど

で,背 のびを して もの ぞけない高 さであ

る。

 キ ラ ・カンガケのつ くり方 は,地 面に

まず,3メ ー トル くらいにき りそろえた

茎 をななめにな らべ,そ の上に,も う一

組の茎 を60度 くらいの角度でななめにか

さね,一 方を固定 して,他 方 をその なか

に交互 にあみ こんでい く。ふつ うは5段

あみにす る(図25)(写 真5)。 あ みあが

ると,上 端をなわであんで固定する。へ

いをたて るところには,数 メーニトル おき

にソイサ(∫廊 の とQ)う 木を うえて47),

そ こに数十 メー トルにあみあげた キラ ・

写真4 ギ ラ・ダンパー二の建設

写真5 キラ ・カンガケの製作 図25 キラ ・カンガケ概念図

47)ソ イ サ(sblsa),ブ ー ム 語 で は ソ イ(sbi>は へ び,サ(sa)は 枝,枝 を き っ た あ と に 出 て く る あ

 た ら しい 枝 が 緑 色 で,皮 が 紙 状 で は げ や す く,枝 状 に の び て へ び の よ う に み え る た め の 名 で あ

 ろ う 。 学 名 は,Commiphora kerstingii, A tree 20-30 ft. high, with smooth green bark eventually

 peeling in brownish paperly strips;panicies crowded at the ends of the branches which are

 brownish tomentellous and血arked by Ieaf・scars:often planted.[HuTcHINsoN&DALzlEL

 l958:voL I, Part 1,694]o
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カ ンガケをたてか けてなわで 固定 してい く。

 キ ラ ・カ ンガケはつ くるのに手間がかかるが,丈 夫で数年 は もつ。他方の キラ ・ダ

ンパ ー二は,簡 単にで きるが,ひ つ じややぎ,子 供た ちによ って容易に こわされ る。

親 しい同士 では,し ば しば,キ ラ ・ダ ンパー二はこわれた らそのま ～で放置され,人

々の往来がで きるようになる。 図14で,破 線で しめ した キラの境界 はそれである。

 お もて通 りに面 した ところはキラ ・カンガケが,う らがわや とな りとのあいだの境

やクンガ ・キラにはキ ラ ・ダ ンパ ー二が もちいられ るのがふつ うであ る。

 入 口のいえパ ックフィル(ρ δげ の は,フ ィル(∫ の が とお り道を意味す るよ うに,

入 口が二つ以 上あ って,な かを とお りぬ けることがで きるようにな った い え で あ る

(図26)。 お お くは,入 口が二つであるが,村 に はい くつか,入 口が三つあるパ ックフ

ィルがあ って,パ ックフィル ・ジャク ・モコン(Pdkffl》 砒 痂 層η,》話 は 入 口,

痂 層πは3)と よばれ る。

 現 在のブームの キラでは,ベ ラカの キラをのぞけば,パ ックフィルは一つであるが,

も っていないかであ るが,伝 統的なブームの キラでは,パ ックフィルが二つあ るのが

ふつ うであ った とい う。そ して,.内 がわのパ ックフィルはパ ックフィル ・ジャクモ コ

ンで,一 方が兄の,他 方が弟 の ドックキラにひ らいていたとい う(図27)。 このばあい,

外 がわはパ ックフ ィル ・カ ラ(pakftl kala, kaldは 外部 の意),内 がわ はパ ックフ ィ

ル ・ビル(クdkfil 6 ir,6irは 内 部の意)と よばれた。それぞれの兄弟の ドックキラで

                               アら

は,男 のば しょ(ゴ配 ω虜γ雇 又 は η4δん糖aω4γ んの と女の ば しょ(ブ配 ω漉雇 又 はndbk

図26パ ックフ ィール の一 例
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図27ブ ームの伝統的キラ

   ノも

kird watk9)が は っきりとクンガキラで区別 され ていた といわれる。

 現在 は,こ の ようなかたちで,男 のば しょと女のば しょがクンガキ ラ(樋 πg∂肋 の

で くぎ られてはいないが,人 々の観念の なかで は,一 つのキ ラにおいて,外 がわの ジ

ャル ・ワルケ(ブ 認 ω67ゐの と,内 がわの ジャル ・ウイケ(ブa1磁 読の の区分はは っき

りしてい る。

 まず,パ ックフ ィルは男の空 間であ る。男の客人 は こ、でむかえ られ,女 の客人は

こ 、にた ちよ らずに まっす ぐキ ラの 内部 へはい ってい く。ふつ うはパ ックフィルの横

に キラの きれ 目があ って,客 人 もふ くめて女 は,パ ックフ ィルをとおらずに,こ の切

れ 目を とおって 出入 りす る。 ベラカのパ ックフ ィル,あ るいは伝統的 なブームのパ ッ

クフィルでは・ キラの内部に はい るには どうして もパ ックフィルをとおらなければな

らないが,そ の ときは,と おる女はその間無言で,わ き見をせず,人 がいて もあたか

もそ こに人がいないかの ように よそおって足早に とお りぬける し,パ ックフィルにす

わ ってい る男 も・あたか も誰 もそ こを とお っていないかのように よそお う。 たとえ知

りあいであ って も,こ ～で声 をかけあ った り,あ いさつす ることはない。会話が必要

なときは,女 はパ ックフィルの外に しゃがみ,な かにいる男 とい うか たちで おこな う
。

おな じキ ラの メ ンバ ーで も,食 事の ときは男は全員 がパ ックフィルにあつ まってい っ

しょにとる。夫婦 といえども,女 がそこに参加す ることはない。
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図28パ ック フ ィル の 内部

図29ダ ン キ

 パ ックフィルの中央には炉 が しつ らえ られ,寒 い朝 など,太 いま きがおかれ,火 が

入れ られ る(図28)。 これは男の炉(sang h∂rd warkの とよばれ,女 がふれ ることはな

い。 この火では,も の を煮 る(kdr)と い う行 為は許 され ない。肉や トゥモ ロコシを焼

く( ノsun8)ことはで きる し,例 外的には,礼 拝用の きよあの水 をやかんであたためる

ことはで きる。朝,礼 拝後の男の長老 たちが,こ の炉 のまわ りにすわ りこんで談笑す
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る ことがおおい。

 ま た,パ ックフィルの草やねの前方 の さしかけの部分は,し ば しば 支 柱 によって

前には り出 していて,人 々がすわる空間にな ってい る(図29)。 この 空 間 は ダ ン キ

(danki)と よばれ,風 とお しの よい絶好 の日か げを提供 し,男 たちの談笑のば しょに

なる。

 キ ラのなかで も,主 人 のパ ック ・ナム(ρ 批 η伽,π 伽 はねむる,つ ま り寝所とす

るいえ)は,入 口の近 くにあ り,そ の周辺 までは,ジ ャル ・ワルケ(μ ω4γ雇)と み

な されている。い くつかのキ ラで は,こxに ブカール(蝕 紘aγ朗 とよばれ るかべの な

い草やねのあづ まやをつ くって,男 たちの しごとばや,お しゃべ りのば しょに してい

る(図30)。 こsは,男 がい ない ときに,妻 た ちがすわりこむ こともよ くある。 しか し,

い っしょにすわ りこむ ことはまず ない。

 また,キ ラの外,パ ックフィルの近 くに,切 りたお したユ ーカ リや,木 製のベ ンチ

などをつか って,男 たちが腰 か けてお しゃべ りを してい ることもおおい。女 たちがそ

こを とおりかか って,男 た ちと会話 をす ることはす くな くないが,女 たちはたったま

ま,あ るいは道 ばたに しゃがみ こみ,男 た ちといっ しょにベ ンチにすわ りこむ ことは

ない。

 こ ㌧にい くつかあげ られた ジャル ・ワルケで の談笑のば しょは,基 本的には,長 老

図30 ブ カ ー ル の 一 例
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や公式の客人はパ ックフィル,親 しい友人や親族は キラ内部 のブカールや,主 人のパ

ック ・ナムの周辺,若 者 たちはキラの外のベ ンチと,長 幼 による一つの序列 があ る。

パ ックフィルのなかで子供や若者 がすわ りこんでい ると,し ば しば年長の者 が しか り

つけ,退 去 させる ことがあ る。

2)女 の ば し ょ

 キ ラのなかの奥 まったば しょは,ジ ャル ・ウイケとかんがえ られている。一人 の妻

は,基 本的には,0組 のパ ック ・ナムとパ ック ・セル(ρ 就 読,観 は台所,つ ま り

調理をするいえ)を もっている。結婚 にさい して,夫 は,そ の妻 に この0組 のいえを

用意す ることが義務 づけ られてい るという。二人の妻 を もつ もの は二組の,三 人 の妻

をもつ ものは三組の このいえの セ ットを用意す ることにな る。現実 には,二 人の妻 が

0つ のパ ック ・セルを共 用 してい ることはす くな くないが
,一 つのパ ック ・ナムの共

用はない。 この一～二組のパ ック ・ナムとパ ック ・セルのセ ッ トのあ る周辺 はジ ャル

・ウィケであ る。一 つのキ ラのなかで,主 人 の第一夫人 はマ ー ・キラ(磁 δ肋 ∂, m矜

はおかあさん,つ ま りk叝烽ﾌ 女主人の意)と よばれ,他 の妻た ちとあ きらかに区別

されている。第一夫人にな るのは,基 本的には年 齢によるので はな く,結 婚歴が もっ

とも古 いことに よる。マ ー ・キラはキラのなかの ジャル ・ウィケにかかわるすべての

ことに主導権 を もつ。他の共妻たちにたい して,い ろいろ必要な命令をあたえ ること

もある。かつては,他 の妻たちと}夫 との さまざまの交渉 は,マ ー ・キ ラを とお して

お こなわれていたといわれ る。現在で は,イ ス ラム法 によ り,す べての妻 は平等 にあ

つかわれ るとい うことで,夫 と複数の妻 た ちの交渉 は,基 本的には,機 会均等 とい う

ことにな る。夫婦生活は,お おむね,妻 が夫のパ ック ・ナムを夜お とずれ るとい うか

たちで おこなわれ るが,夫 が妻のパ ック ・ナムを たずね るとい うこともあ る。複 妻 と

の交渉は,一 日おき,数 日の交代制 とい うローテー ションがふつ うであ るが,そ のお

つ とめのあいだ は,そ の妻 が夫の食事 を調理す るとい うことがおおい。男の子の ばあ

い,あ る程度成長す ると,ジ ャル ・ワルケの一 隅に独立 したパ ック ・ナムをたて て も

らうことがおおい。女 の子 や幼い子供 は,そ れ ぞれの母のパ ック ・ナムに同居 してい

るのがふ つうである。

 一人の妻のパ ック ・ナムは,他 の妻 たちもおかせぬ牙城 である0お お くは,丸 い土

壁,円 錐形の草やねのいえで,な かに しきりかべ(b畸��)が つ けられている(図31)。

最近 は,長 方形の土壁,ト タンやねの いえ もたて られ,し ば しば,複 妻が一 つの やね

の下の それぞれのへやをもつ とい う長屋式の もの もみ られる。
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一
図31女 のパ ック ・ナ ム の一 例

写真6 妻 のパック・ナムに置かれたレマル

 仕 切 り壁でへだて られた奥の部 分は,妻 のねむるば しょで,草 あみのベ ッ ド(122sδ),

衣 裳 棚,衣 裳 ばこなどが おかれ,寒 い時期にそなえて炉 が しつ らえ られている こと も

おおい。仕切 り壁が きれた奥の正面 には,レ マル(lemdr)と よばれ る,つ ぼをのせ る

台がい くつか な らべ られて いる(写 真6)。 これ は,ブ ームの女た ちの 重要な 伝統的
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しご とで あるモロコ シビールをか もすための

つぼ をのせ る台であ る。夫 はときにおお じて,

この レマルを買 って,妻 にお くる。 これはあ

る種の妻の地位の シンボルとみなされてい る。

この レマルの数 のおおいほど,夫 に大事 に さ

れた,安 定 した妻 であるとされ る。 レマル と

な らんで,し ば しば,妻 が結婚の ときもち こ

んだ,あ るいは夫 に買 って も らった食器,ホ

ー ローび きのかざ りなべ@読 δ)
,あ る いは,

くつやサ ンダル,装 身具,ベ ドゥム(励 躍勲)

と よばれ る草あみの皿,フ ェ トゥナ(μ 伽の

とよばれ る草あみの食 器おおい,そ の他の も

のを,か ざ り棚,あ るいは壁 にな らべてい る。

と くに,結 婚後 まもない妻のばあい,か な ら

ず,こ の コーナーが もうけられている。 これ

はブームの伝統的慣習で はな く,フ ルベの慣

図32 フ ェ トゥナ

   amb丘s司

(三つ の石 でつ くった炉)

maadtik ka vδkdOk

   (うすときね)

図33パ ッ ク ・ セ ル の 一 例
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習が とり入れ られたものであ るとかんがえ られる。

 仕 切 り壁の外 がわ,つ ま り,入 口に近 い ところに は,子 供用のベ ッ ドσ読 δ),飲 料

水をいれ る大 きなつぼ(/ir mbM),い ろい ろの雑品を入れ るは こなどが雑 然と おかれ

て いる。

 入 口には,竹 あみの ひらき戸 フェ トゥナ(fbtalnd)が つ けられている(図32)。

 パ ック ・ナムとだいたい入 口をむかいあわせたかた ちでパ ック ・セルがある(図33)。

丸 い土壁,円 錐 の草 やねがおおいが,パ ック ・ナムよ りは小型である。土壁 と草やね

の間 をパ ック ・ナムよ りも広 くあけてあか りとりに してい ることがおおい。入 った正

面 には,15セ ンチ くらいの土をかためた高み と,そ の まえの二つの石にか こまれた炉
                                  ノへ

(sdng hδra)が あ る(写 真7)。 この炉 は,サ ン ・ホラ ・ウィケ(sdng h∂rdω 鰍 の と

・よばれ,パ ックフ ィルのサ ン ・ホラ ・ワルケ(sang hδrd w4rke')と 対照 的に,男 は夫

といえども手 をふれることはない。二つの石 と高みとによって,火 の上に料理用のつ

ぼイル ・カルケ(ク 乞r舷7んの をのせ,煮 た きすることがで きる。 サ ン ・ホラ ・ワルケ

では煮 た きをす ることがで きず,サ ン ・ホ ラ ・ウィケにはふれ ることがで きないか ら,

女 手 を うしな った り,妻 に拒否 されたと きには,男 た ちは煮 た きした料理を手に入れ

る ことはで きない。家計 を管理 して,妻 に必要な食料 を手 わたすのは 日々の夫の しご

とであるか ら,夫 か ら食料 をわた されなか った妻はその日は夫 に調理 する義務か らま

ぬがれる。パ ック ・セルの外の 中庭 に も,三 つの石 をおいた炉(伽 ∂髭∫朗 が しつ らえ

られていることがおおい。 天気の よい日には,し ば しば こ 、で煮 たきされ るが,サ

ン ・ホ ラ ・ウ ィケである ことはかわ りは な い。 パ ック ・セルに は,飲 料水 用のつぼ

写真7女 の 炉
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(yar mb�),穀 物 を 粉にするための石 うす(/診 π磁gの,料 理用のつぼ(ク う擁 鰍 の な ど

がおかれてい る。 また,と きには,モ ロコシビール を しつ らえ るた めの大 きなつぼ

(4δ⑳ γ),そ の つぼをのせ てお く木の さ しかけ(j灑d�_y'zr)が お かれてい る。 かつて

は,レ マルをつか った といわれるが,い まは レマル は単な るシンボルであ つて,パ ッ

ク ・セルでのこの さ しかけが もちい られている。パ ック ・ナ ム,パ ック ・セルの周 囲

は,広 い空間 になっている ことがおお く,ま き,臼 や杵,ま た,穀 物 などを干 してお

く高い木 の台(6伽9諏5動,鳥 小屋(nd�1)な どが おかれてい る。女 たちは,こ 、の木

かげな どをえ らんで,ゴ ザを出 してすわ りこむ。女の客人 もこ 、に案 内され,い ろい

ろの仕事 を しなが ら談笑 する。 しば しば女た ちは,こaで は上半身 はだかで乳房 を出

したまaで 仕事に精を出すが,こ のような気 やすい行動 は,ジ ャル ・ウィケのなかで

のみ許 され る。夫や家族の男た ちがこ ＼に近 づ くことは少 くないが,他 の男の客人な

どが入 って くることはない。何 らかの特別 な理 由で男 が入 って きて も,男 は視線をそ

ちらへは向 けない し,女 たちも男 を無視す る。

 牛 脂 と灰汁を もちいての粗製の石鹸の製造は,女 の現金かせ ぎの一っであるが,女

たちは,ジ ャル ・ウィケの一一隅に火を しつ らえて,半 裁 に した ドラム罐 をつか って,

強烈 な臭気をま きち らして石鹸つ くりをお こな う。 これ も男が手をふれてはならない

仕事であ る。

 モ ロコ シビールつ くりは女のみに許 された仕事であ る。かつては,酒 の共同作業 で

あ るスルガ ・イム(5助gα クi切 の ときのみにか もされ たモ ロコシビール は,現 在では,

現 金かせぎのために,市 場の日,あ るいはそれ以外の 日で も,女 た ちによってつ くら

れ,現 金売 りされ るようにな った。 いくつかの特定の キラでは,そ の ジャル ・ウイケ

で,か もされたモηコシビールが,ひ ょうたん い っぱい(約300cc)10フ ラ ンで売 ら

れ る。 これは女の みに許 された商売で,男 は夫 といえ ども現金ば らいで買 ってのむの

であ る。 さて,こ のモ ロコシビールのバ ーは,ジ ャル ・ウイケでひ らかれ るのだ が,

そ の ときにかぎって,よ その男 たちが公然 と,特 定の キラの ジャル ・ウィケに入 る こ

とが許されるとい うようになる。そ して,男 も女 も客であれば,と なりあわせ にす わ

りこんで,ビ ールをおご りあいお しゃべ りを し,と きには楽器 がもちこまれ,う たや

おど りがとび出す こともある。 ちなみに,ブ ームの伝統的な酒 の共 同作業において,

畑 でモ ロコシビールがふ るまわれ るときも,男 女が とな りあわせでのむ ことはふつ う

であ る。いわば,伝 統的なハ レの共同作業 においては,男 女分離の原則 はとりは らわ

れてい るのであ り,モ ロコシビー一ルのバ ーは,そ の延長 とみなす ことがで きるの であ

る。
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 イスラムの論理ではご法度のモロコシビールをめ ぐる諸習慣が,伝 統的なものとし

て大目にみられ,そ のついでに男女がいっしょにすわりこむというご法度も大目にみ

られたというかんがえも可能である。

 3) ベ ラ カ の キ ラ

 ベ ラカのキ ラの空間配置 は,い くつかの点で,一 般 の村人 たちの キラと大 きな ちが

いをみせている48)。

 まず,第 一に 目をひ くのは,草 べいの高 さ,パ ックフィルの大 きさ,キ ラ全体ゐ広

さなど,キ ラの規模 にかかわ るちがいであ る。

 つ いで,一 般の村人のばあ いは一つ しかないパ ックフィルが三つあ ることである。

それは,外 か ら順に,パ ックフィル ・カラ(Pるkfil kald, kal∂ eま外),パ ックフ ィル ・

図34ベ ラ カ の キ ラ

48)一 般 には,一 つのキラのなかで区分された部分は,ド ックキラのよばれる歩,ベ ラカのキラ

 にかぎって,村 内の区分と同じくドックフーということばをもちいる。人によっては,ド ック

 キ ラをもちいることもあるが,ベ ラカはあきらかに,反 覆 してこれを ドックフーとして表現 し

 た。その理由は,ベ ラカ自身にとってもあきらかにはされなかったご
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ラウセ レ(p潴f �1γ勧5薦,7翻 は 中心,5薦 は境界),パ ックフィル ・ヤ ンガ(p潴f�1

, . yang
a, y疣g艪ﾍ うま,こ ㌧にベラカの うまがつ ながれて いる)と よばれ る(図34)。

 パ ックフィル ・ヤ ンガは,三 つ の入 口のあるパ ックフィル(の 嬢1吻 ん解6痂)で,

これを左 にはい るとベラカのば しょである。 こ ＼は,一 般 に ドック ・フ ゥ ・ベラカと

か ビーデム(mb�粳m, mb�は 水,粳mは わける,区 分す る)と よばれ る。 こaは 神

聖,不 可侵のば しょとされて お り,ビ ーデムが しめす よ うに,不 用意 に ご㌧にたちい

ると,な かか らどっと水 がわ きでて,入 った人 を外へ お しながす と信 じられてい る。

 ベ ラカの いえは ソロ ・フナケ(5δ γ餉 痂 ∂膨,砺 η粥 は 大 き い),ソ ロ ・ジキ(s��

砂施,n.jk墲ﾍ 小 さい)の 二つか らな る。 ソロ ・フナケは寝所,ソ ロ ・ジキは居室 で,

ベ ラカが コー ランをよん だり,冥 想をす るば しょである。 ベラカの神聖性 の一つのあ

らわれ と して,ベ ラカは摂食を しない とい う信仰 がある。 この ことは,ベ ラカが摂食

して いるところを人 にみせない,し たがって,け っ して人 と会食 を しないとい う秘密

性 をもたせ ることになる49)。 妻 たちが調理 したベラカの食事 は,盆 にのせ た蓋つ きの

食器 にいれ,カ バ ーをかぶせ,パ ックフィル ・ヤンガの ベラカの ドック ・フ0に 入 る

入 口のそばにそっとおいて,妻 はそのば しょをはなれ る。無人 になった ところで,ベ

ラカはそれをソ ロ ・ジキにもちこみ,一 人 で摂食 し,ま た,お なじようにカバーをか

けて,あ たかも最初か らそ こにあったかのよ うに,入 口の もとのば しょにもどす。 ベ

ラカがたちさったあとで,妻 は あたか もそれ が,そ こにずっ とあ りつづ けたかのよ う

に,そ れを もちさるので ある。

 ベ ラカの ドック ・フーの奥 には,大 きな二つの フル ナン(f伃n瀟g,穀 物 を入れ る草

あみのか ご)が ある。高 さ1メ ー トル余 の支柱 の上 におかれたフル ナンは,高 さ1.5

メー トル,直 径 が4メ ー トルちか く,上 に大 きな円錐形 の草 のおおいがのせ られ てい

る。 ベラカの畑で とれ たモ ロコシ(n瀟g)が お さめられているが,昔 は,ベ ラカがガ

ウンデ レちか くの山か ら秘密 に とりよせ た呪薬を このモ ロコシにか け,村 人 はそのモ

ロ コシを種 に,畑 へ播種 した とい う。 ベ ラカのイス ラム改宗後,こ の慣習は うしなわ

れたが,こ ういう形で,神 聖王ベ ラカは,民 族 の豊凶 に責任を もったので ある50)。

 ベ ラカの幼時 の記憶 を たどる と,先 々代 の ベ ラカ ・ゲル ンブム(B�1潴潘g鑽m-

b璟)の 時代のベラカのキラは,い まよりももっ と大 き く,な か に,い えが100も あ

った とい う。記憶 をたよ りに,当 時のベ ラカの キラを再現 してみ ると,図35の よ うに

49)1970年 代 に は い って,ベ ラ カ は毎 金 曜 日,つ ま りイ ス ラム の祭 日に,三 人 の め く らの ラダ ン

 (1濺瀟・ ム ァ ッジ ン)を ま ね いて,喜 捨5δ4δ爾 と して,い っ し ょに食事 を と るよ う.にな った。
50)C・K・ ミー クは,凶 作 が つ づ い た と き にお こな われ た と い う,ブ ー ムの 王殺 しにつ い て のべ

 て い る。 バ ング ブー ム の ベ ラ カ は この 事 実を 否 定 して い る[MEEK 1931: 491-492]。
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図35昔 の ベ ラ カ の キ ラ概 念 図

なる。パ ックフィルが4つ あ り,3つ め を左 に入 ると,ビ ーデム,右 に入 るとうまが

飼 われてい る小屋 があ った。4つ めを入 ると,マ ー ・キ ラ,つ ま り,ベ ラカの第一夫

人 のば しょで,マ ー ・キラはその内がわの7つ にわかれ たベ ラカの女た ちの クンガ ・

キ ラ(又 は,励a糖 ∂,tib∂ は下部)を とりしきっていた。 入口のキラ中央部の クン

ガ ・キラはマー ・キ ラのば しょで,の こりの6つ の クンガ ・キラは,ド ック ・フー ・

ウィリとも よばれ,そ れぞれは,そ の ドック ・フー を とりしきる マー ・サ ンガ ヨン

(maa sanga■o'ng, sangdは み る,管 理す る,ク6π9は ひょうたん)に 統括 されていだ。

ベ ラカが その夜 どの女をえ らぶかは,す べてマ ー ・キラの権限下にあった といわれる・
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               表4キ ラ の 人 口 別 構 成

Jan・1972現 在

1キ ラ当りの人口 キラ数1 1キ ラ当りの人口 キラ数

0 1* 12 1

1 3 13 1

2 2 14 3

3 3 15 1

4 2 17 1

5 3 27 1

6 9 31 2

7 7 44 1

8

10

4

1 総人・427鵜 ズ誉りの908

11 1

*無 人 のキラは平均人口の計算から除外した

 あきらかに,ベ ラカのキラは,神 聖王ベラカの聖性が,そ ⑱空間構造のなか に付

与されている。 富川が指摘するように 「それは聖なる空間であって,ブ ーム族の首

長が聖なる王であるという観念を反映した象徴空間といわなければ ならない」[富 川

1971:278]o

4) キ ラの構成 メ ンバ ー

 キ ラの構成 メ ンバ ーは,表5に しめ されるよ うに,夫 婦 とその未婚 の子供 か らなる

もの20(41.7%),夫 婦 とその息子夫婦(含 未婚の子供,以 下 同 じ)か らなる もの3(6.・3

%),夫 婦 とその兄弟夫婦 か らなるもの1(2.1%),単 身3(6.3%)な どのほか,親

子,兄 弟以外の 同居人をふ くむ もの17(35.4%)と な ってい る5ユ》。

 先 に ものべたよ うに(4-4,図19),古 い ブー ムの人 々のキ ラでは,親 子,兄 弟 が結

婚後 も,同 一の,も しくは近接のキ ラにすみ,あ た ら しい ドウルの入 々のばあいは,

親 子,兄 弟がどん どんあた ら しいスペー スを もとめて別居 してい く傾向があ る。

 親 子,兄 弟 の夫婦が同居 す るばあい,お お くは,一 つの キ ラのなかに二 つ以上の ド

ック ・キラを もうけて,そ れぞれ独立の世帯をなす とい うのがふつ うである。

 一 つのキ ラのなかで,二 組以 上の家族が ドック ・キ ラを な して同居す るばあい,し

ば しば,双 方の男たちはい っ しょにあつ まって食事 を共 同で とる。そのばあいは,双

方の妻た ちが順番 に役割分担を して食事の した くをす ることがおおいが,い くつかの

例で は,そ れぞれが調理 した食事 を二組 もちよって共食す る こともあ る。 いず れに し

51)バ ングブーム村のキラの構成メンバーについては,く わしくは,[日 野 1974:17-24]参 照。

  -                                         365



               国立民族学博物館研究報告別冊 12号

表5 キ ラ 成 員 の 構 成

成  員  構  成 キラ数 %

1 3 6.3

1十 〇P 1 2.1

N 20 41.7

N十 〇P 9 18.8

N十bs 1 2.1

N十bs十 〇P 一

N十bs十m 1 2.1

N+bs+m+OP 1 2.1

N十cN 3 6.3

N十cN十 〇P 1 2.1

N十bN 1 2.1

N十bN十 〇p 4 8.3

N十bN十bs十m 一

N+bN+bs+m+OP 1 2.1

N十3bN十cN 一

N+3bN+cN+op 1 2.1

Total 48 100.0

うちopを 含むもの (17) 35.4

凡例 N  夫

   bN 兄 弟 夫 婦(

   CN 子 供 夫 婦(

   (3bN)3組 の兄弟夫婦(

   bs  未婚の兄弟姉妹

   m・  寡婦になった母親

   op. そのほかの同居人

婦(含 その未婚の子供)

〃

〃

〃

〃  )

〃  )

〃  )

て も,そ れぞれの ドック ・キ ラは,基 本的には独立 した消費共 同体 とみなす ことがで

きる。

 一 方,こ ういう、同居のばあいは,例 外な くそれぞれが個別 の畑 を もってい る し,収

穫物 も別 々に管理 され る。収穫物,と くに主食 であ るモ ロコシ( へηα㎎),干 しマ ニオ ク

(mba'i)は ジ フル ナン(ftilndng)と よばれる大 きな草あみの穀 物かごに貯蔵 され るが,

当 然,そ れぞれの家族 は別 々にフルナ ンを所有 し,保 管 してい る。 したが って,フ ル

ナンの所有 関係 を しらべ るごとによって,生 産共同体と しての世帯の単位を しること

がで きる(表6)。

 キ ラの成員の構成 につ いて,い くつかの例をあげよ う。まず,キ ラNo.48の ばあ

いであ る(図36)。 この キラの同居人数 は31名,そ の構成 は,Ego(E)と そ の妻子,

Eの 娘Lの 男子N,Eの 亡 姉Fの 子供P, Eの 兄D(盲 目)と その妻子, Dの 男 子
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              表6 キラにおけるフルナンの数

＼ キラ数    ＼

フルナン数＼
47 %

0 2 2.1*

1 31 65.9

2 10 21.3

3 1 1.1

4 2 生3

5 1 2.1

1キ ラ当り平均
i l・45

フルナンをもたぬ二つのキラは,ひ とつは盲目の老

人の1人 ぐらしで自分の畑をもっていないもの,も

うひとつは1971年7月 に来住 してまだ収穫物をもた

ないものである。

図36キ ラ 構 成 の 一 例(kirδ No.48)

Jと その妻子,Dの 姉で寡婦 のc, Eの 弟Gと その妻 子, Eの 弟Hと その妻子, H

の亡 母Bの 兄S(亡)の 男子Uで あ る。 これは,ま ず,Aの 男 子(異 母兄弟), D,

E,G,Hと その妻子がその 骨 ぐみをな しているが,同 時に, NoK-一 今E,P⇔E,

H⇔S-一 一Uと い う,三 つの 「母 親の兄弟」の関係がみ とめ られ る。N⇔K-一 今E

α ばあいは,Eの 娘Lと その夫Mは ガウンデ レへ転居 したが ,そ の8人 の子供 の う

ちの2人 がバ ングブームにのこってし、る。Mは,キ ラNo.3の 長 子で, Nは そ こに

すむ こともで きる。 しか し,Eは これ は自分の しごとだ とい う。それは,若 くして死

んだ,Eの 男子Kが,か れ らNの ナーパ ムであ るか らであ るという。 P⇔Eの ば

あいは,重 臣Aが 死ん だとき,4人 の兄弟は,ま だ少年 ない し幼年であ った。 その

ため,ベ ラカは,Eの 姉Fの 夫Rを, Aの タ イ トル 後継者 に指名 した。 そ してR
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の死後,盲 目の兄Dに かわ って,Eが タイ トルを継 承 したが,そ のさい, Pを 自分

の もとにひ きと った。H⇔Sの ばあいは, Aの 複妻の一人Bの 兄弟のSは,か つ

て,キ ラNo.26に す んで いたが,1950年 代 後半に死 亡 した。 Sの 兄弟 もの こってい

たが,EとHは, Sの 遺 児Uを この キラにひ きとったのであ る。

 も う一つ,注 目される ことは,1,Jの 離婚 をめ ぐるもんだいであ る。Jは ベラカの

娘で,1,Jの あ いだに男子qが うまれ たあ と,二 人 は離婚 した。 Jは ガウ ンデ レで

再婚 したが,qは1の ところではな く,ベ ラカの もとで養育 されてい る。 これ も,

PHJの 兄弟 一一今ベ ラカという,「 母の兄弟」原理に よって いる・

 「母方 のお じ」す なわ ち,母 の兄弟 は,ブ ーム語で ナーパ ム(n矜 p瀘)と よばれ る。

ナー(n矜)は 男子親族を さし,パ ム(ρ 加)は 乳房を意味 し,ナ ーパ ムは乳 でつ なが

った男子親族 とい うことに なる。

 「母方のお じ」 ナーパ ムは,姉 妹の子供にたい して,父 についで重要 な権 利,義 務

を もって いる。父系社 会であるブームでは,子 供は,ま ず第一に,父 の権利の もとに

おかれる。 しか し,父 が死 んだ り,生 活能力,素 行,扶 養能力,遠 隔地居住な どの問

題があるばあい,そ め権利 は,し ば しば,ナ ーパ ムに うつ され る。

 ナーパ ムは,権 利 とともに,お お くの義務を もつ。 ナーパ ムは,髄Egoの 結 婚 にさ

い しては,父 が いぢ ければ,父 と同様の・あるいは父の経済力 におお じて,婚 資金の

調達などの義務 をもつ。

 さ らに,ナ ーパ ムは,父 子のばあ いと同様に,あ きらかに相務 的な義務を もつ。つ

ま り,ナ ーパ ムが老齢 に達 したり,生 活能力を う しな ったばあいは,Egoは,ナ0パ

ムの子供 に準 じた義務を遂行す る9し ば しば,ナ ーパムの死後,そ の子供をEgoが

ひ きとる。

 父 とナーパ ムのあいだに は,あ きらかにEgoを め ぐって,あ る種の緊張関係があ る。

い っぱんに ブー ム社会で は,父 と子のあいだには,か って は忌避 関係(avoidance)で

あ ったとみられ る,期 待 され る礼儀の関係がみとめ られ る。 他方,ナ ーパ ムとEgo

の あ いだには,か つては冗談 関係(joking)で あ った とみ られる気やすい関係があ る。

Egoに プ ライベ ー トな問題 がお こった とき,し ば しば,父 で はな く,ま ず,ナ ーパ

ムに相談す る。 ガウンデ レな どへの移住に さい しては,そ のおちつ き先 にナーパ ムを

え らぶ事例 もす くな くない。

 父 と子の関係 が,か な りは っきりした 依存関係 であるのに たいして,ナ ーパ ムと

Egoの 関 係は対等の関係であ る。 父(F)と 子(C),そ して その父を ナーパ ム とする

子(N)が ひ とつのキラに同居 す る事例 は10例,全 キ ラの21・3パ ーセン トにな るが・
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FとC,FとNの あいだの 行動様式 はかなりことなる。 たとえば, Fの 妻Wに た

い して,Cは もちろん,マ ー(mad,お か あ さん)と い うよびかけをするが, Nは は

っきりとWの 名を呼びすてにする。CがFに たい して おね だりな どの 甘えを 表現

す ることはよ くみ られ るが,NがFに たい して はそうい うことはない。

 さ きに例をあげた ブームの重臣,キ ラNo.48の ばあ い, Sの 遺 児Uを ひきとっ

たのは,HとSの ナーパムの関係 によるが, Sは 一 般の村人 で,そ の兄弟がいたに

もかかわ らず,Sの 死後, Uは この キラにひ きとられた。 あ きらかに,家 格の上の

ものが,ナ ーパム原理 によって,子 供を ひきとるとい うことは,ブ ー ムにおけるひと

つの慣習であ る。 同様 に,Dの 息子1が,ベ ラカの娘Jと 離婚 したとき,父 権 は1に

あ るに もかかわ らず,た め らうことな く,息 子Qは ベラカにひ きと られたのであ る。

ナーパ ム原理の行使 には,経 済 的理 由などよりも,こ ういうブー ム社 会における階層

性 がか かわ っているとみることがで きる。

 も うひ とつの事例 を,お な じ重 臣 キラNo.12の 例 にみてみよ う。 Egoは ドゥルの

出身で,ベ ラカに才能 をみこまれて重臣 として,こ の村 にむかえ られた ものである。

この キラは,同 居人44人 と,バ ングブームで もっとも大 きい(図37)。 そ の構成 は,

Egoと その妻子, Eの 母Bの 弟Cと その妻子, Cの 妹 の子N,0とNの 妻子, E

の異 母兄弟Fの 男子Jと その妻子,Eの 異母姉妹Gの 男子Kと その妻子, Eの 異

母姉妹Hの 男子Lど その妻子,Eの 異母姉妹1の 娘M, Eの 弟Pと その妻子 で,

C⇔E,C⇔N,0,EeK,E⇔L,EoMと5組 のナーパ ムの関係が みとめ られ

る。 これ らのすべての一族 は,あ きらかにEgoが バ ングブーム村にすみついてか ら,

Egoの 出身地ガ ンバ(Nganha)領 土 内の ドゥルの村 々か らEgoを た よ って 移 住 し

図37キ ラ の 構 成 一 例(kirδ No・12)
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図38キ ラ(kirδ)No・12,33,34,41の 関 係

て きた もので ある。 くわえて,図38に しあ したよ うに,村 内の キラNo.33,34,41

も,同 様 に,か つて,Egoを た よって移住,の ちにあた ら しい キラを得て定着 したも

のである。かつて,バ ングブーム村 の人 口が激減 して,ド ゥル系住民の うけ入れが必

至 にな った ときに,か れらをス ムースに うけ入れ るた めにブームの ナーパム原理が機

能 したとい うことがで きる。

 ナ ーパム原理でキ ラにむかえ入れ られた成員 は,幼 時には,そ のキ ラの他の子供 た

ちとおな じいえに同居す るとい う形 をとるのがふつ うで ある。そ して,成 人 した とき

には,お な じキ ラの なかに ドック ・キラを もうけて同居す る(例 キラNo・14),あ る

いは別 にキラを得て独立す る(例 キ ラNo・41)と い うことになる。いつ れに して も,

ナ ーパ ム原理で うけ入れ られた人 々は,村 全体で65人,バ ングブーム全村 全人 口の

15・0パ ーセ ン トにた っする。 ナーパ ムもふ くめて,二 等親以内の家族 をのぞいた同居

人 ・す なわ ち,表5で,と しめされた人 々は,全 部で93人,総 人 口の20パ ーセ ン ト,

その うち,血 縁 とかかわ りない借家人 は3人 であ る。ナーパ ム原理による同居 人は,

その70パ ー セ ン トにたっす る。その 内訳 は,表7に しめ してあ る。
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表7 キ ラ の 同 居 人*の 続 柄 別 構 成

1 2 10 11 12 14 15 19 27 31 32 33 34 36 41 43 45 48・*傘*48あ 合 計

姉妹の子 1 (1)綜1 (1) (}) 2 14(13)

娘の子 3 2 2 7(一)

姉妹の女子の男子
(}) 1(4)

祖父の姉妹の男子の男子 (}) 1(3)

母 の兄 弟(η α妙 α初)
(}) (}) 2

π6δρ伽 の 子 2 (2tlr) l   l 8

ηあρ伽 の姉妹の子 (1) 3

姉妹,娘(寡 婦)
・1 1 1 1 4

母の妹姉(寡 婦) 1
'

1

兄弟の子 1 (1) 2 2 7

父の兄弟の妻(寡 婦) 1 1

妻の弟 1
1

妻の兄の兄弟の女子の夫 (}) 1

上記の者の配隅者と子供 4 1 19   3 2 4 6 3 39

借家人(血 縁なし) 1 1 3

4 5 1 2 28  5 1 2 2 2 9 1 5 1 . ll 1 4 6   1 93

ここでいう同居人は第5図 におけるopを さす。2等 親以内の家族のうち,下 記のばあいはopに くわえて弟る。

(り 兄弟がすでに死亡あるいは村外に居住しているばあいの兄弟の子 (り 既婚で寡婦となった姉妹およびその子供

(り 寡婦となった娘およびその子

表中の()は 表の実数のうち現在,こ のキラ内で妻帯 しているものの実数である。その家族は,〈 上記の者の配隅者とその子供〉に記表されてい

る。

48・・bは各々kirδ No.48のndδk kirdで あ る。
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5) キラ内のその他の施設

 a.便 所

 夫 の,お よび妻の(と きには子供た ちの)パ ックナムの後方 には,お お くのばあい,

キ ラ ・ダ ンパー二でか こまれた空間があ る。 これは便所サ ン ・バル(sdng 6ar, sdngは

穴,6arは 便, Ful6e語 で6aaωo suudu, fiaaωoは 後方, sauduは 家)で ある。 直径1

メ ー トル半,深 さ4～6メ ー トルの円形の深いたて穴を ほり,上 は組み木を して
,土

を もり,ま ん なかに15セ ンチ ほどの 円い穴 をあける。 と きには,上 部を コンク リー ト

でかためた ところもあ る(写 真8)。 古 い洗面器やターサオ鍋のふたが,こ の穴のお

おいにつ かわれ る。大小便 は,す べて,こ のサン ・バ ーか,ブ ッシュでされ る。人 々

は,や かん やあ きかんに入れた水を もっていき,用 便のあ と水洗いす る。便所 はで き

るだけ,清 潔に され,掃 除 もされ るが,ハ エ,ゴ キブ リとの共生 はさけられない。

 い っぱ いにな った便所 は,こ わ されジ埋 めたて られて,別 のば しょにあ らたにつ く

られ る。

 キ ラ ・ダ ンパ ー二でか こまれた この空間 は,同 時に,大 人た ちの水浴 びのば しょに

もな る。 ときには,そ の一隅に,そ の ためにコンク リー トでかた めた り,大 きな石を

おいたば しょが用意 され る。人 々は,バ ヶ ッの水を こ ＼に はこび こみ,水 浴 びをする。

子供はたいて いは,村 はずれのマ ンバ ラン川かマボル川で水浴びをすます。

b.家 畜小舎

ヒ ッ ジ や ヤ ギ は,組 み 木 で,高 さ1.2メ ー トル,直 径1.5～2.0メ ー トル の ま る い小

写真8便 所
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舎パ ック ・ア ・サマ(ρ 就 ∂∫伽 δ,ρ㌶ は

家,∫ 伽 あ は ヒッジ)で 飼 われ る。 入 口

は高 さ1メ ー トル,幅50セ ンチ くらいの

角形で,木 材 を しばったふたがされ,2

メー トル ちか い太い木で固定 され る(図

39)。

 ニ ワ トリは,ド ル(ndδt)と よ ば れ る

小 さい草あみの もので,ふ つ うは1.5メ

ー トル くらいの支柱の上に しつ らえ られ

る。太い木 に足 場をつ けたニ ワ トリ用の

階段が用意される。 しば しば,下 に ヒツ

ジ小舎,ど の上 にニワ トリ小舎 とい うつ

くり方 もされ る。図39は その例であ る。

図39パ ック ・ア ・サ マ と ドル

  c.穀 物 かご

 穀 物か ごフルナ ン(fdilndng)は,草 あ

みで,ふ つ う,直 径1.5～2. 0メ ー トル,

高 さは1メ ー トルほ どで,50セ ンチ くら

いの組 み木の上に固定 され,い えのやね

ににた円錐形の草 あみの カバー,ソ ァ ・

フルナ ン(s6d fUtnδng,566は あ たま)が

ぶせ られる。か ごの内部 は,牛 糞でぬ りかか ためられ虫 よけになる。組み木 の支柱 は,

も ちろん,ネ ズ ミの害 をさけるためであ る(図40)。

 フルナンは,お お くは,キ ラの一番 お くか,ド ック ・キ ラを もつばあいは,そ の境

図40 フル ナ ン と ソア ・フル ナン
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界 ちか くにま とめてつ くられ る。一世帯は,フ ルナ ンを一つか,二 つ もってい る。 図

14に は,フ ルナ ン内でのそのば しょが しめ されている。

 フルナ ンーつで,お おまかにいえば,3,000～3,500リ ッ トル(16～19石)の モ ロコ

シが入 ることになるが,ふ つ うは,7～8分 目ほどで,一 年 分の収穫量である。妻の

畑 で とれたモロコシは,夫 の とは別の フルナ ングに貯蔵 されるのがふつ うである。そ

れ は,も ちろん,妻 の財産で あ り,モ ロコシビールの醸 造などにつかわれ,妻 の現 金

収入にな ることはすでにのべた(5-2)。

6.さ い こご に

 以 上,ブ ーム社会における諸事象の空間配 置を,バ ングブーム村における事 例調査

の民族誌 的資料を もちいて,ブ ーム社会全体,バ ングブーム村周辺の地域社 会,バ ン

グ ブーム村全体,そ してキ ラとよばれるや しきの順で,で きるだ けもらさずに記述 し

ようとこころみた。

 そ こにおいて得 られたい くつかの特徴 を総括 的にのべてみよう。

 ま ず,住 居空間におけ る一般 ブーム民 と,神 聖王(Divine King)ベ ラカにおける

聖性 との きわだ った対比であ る。それは,イ ス ラム化 にともな う平準化に よって,い

くらかの場面では うしなわれ,そ れは近代化(植 民地 化,国 民社会化)に おお じて よ

り促進 された。 しか し,形 骸的 とはいえ,こ の対比は,日 常の住居生活のなかに明瞭

にの こってい る。

 第二 は,居 住空間における男のば しょと,女 のば しょの区分であ る。それ は,キ ラ

のなか,市 場,モ ロ コシビール醸造 をめ ぐる場面などにあきらかである。 そこにはブ

ーム社会 自体の伝統性 と,イ ス ラム化に よる男女区分性 とが渾然 と融 合 しあ ってい る

とみることがで きる。 しか し,他 方,男 女が席をな らべる就学,女 のば しょで他の男

をむかえてひ らかれるモロコ シビールバ ーの開設な ど,近 代化に ともな う変化 もみと

ることがで きる。

 第 三 は,キ ラのなか における父 と子,ナ ーパ ムをめ ぐる共存関係 である。 そ こには,

ナ ーパ ムをあ ぐるメンバ ーのや りと りをつ う じて,ブ ーム社会における階層性,つ ま

り,ベ ラカ,重 臣たち,一 般 ブーム民,一 般 ドゥル民 という ヒエラル キイの反映をみ

る ことがで きる。

 全 体をつ うじて,ブ ーム社会の伝統性 は,イ ス ラム化 による変化,植 民地化,国 民

社会化に よる変化 と,さ まざまの歴史的変容を うけいれつつ,な お,お お くの場面で
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脈 々と機能 してい るとい うことがで きよ う。
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